
目 t矢
e ・・ > 

ーま え I が き

¥ 

弟1章て・調査の目的と意義…………-ー… -vZr・・・・

-" 
1.1 調査の百 t的…・………....・ H ・...，....・ H ・...…....・H ・....・H ・...1¥

1.2 調査の意義…・・…....・H ・・……，……………....・H ・-一-…1

第2掌調査の計画と経過……-・…・… …....・H ・..て........…..…".'[ ・・'2

2.1 調

2.1.1 調

査 計 菌…¥・………・・....・ H ・.....・ Hj ・H ・-…....・ H ・...・ H ・2

対 象….....・H ・-……… ..…・ム…....・H ・....・H ・..3

項2.1.2 調

査

査 目……・………….，.・H ・..γ・....・H ・・・・・-…-ふ・・・・・・3

2.1.3 調査すべき事柄…・・・…......・H ・-……..，……….，…1・…・…・・7

2・2 調 査 組 織・ー ・…...・I・7JL.LJ..:--………・・ 8

2.3 調査 経 過-一…...………・・………・…・…・...，.・H ・..…..9

第3章検査問題の作成...一…….一….一..一.目φ、hい.一…….日…….日……..…….口……..…….日…….日…….口……..…….リ…….. ….日.. バ.

3.1 問題作成の f準告備......…….日….日.. …….口…...…….い….一..…….リ….山.……....コ.二...一...…….口….日..……..….日...い.日…….日…….日….口、λ.…….い….日..…….日…...口….口.111 

2 3.2 問題作成の具体的方針.….口........…….日….口...…….. ….口..…...…….い….日.……..…….日…….日…….い…….リ…….口……..…….川…….い…….日…….日….日.ふ....…….日….日..一…….一….一..ム..…….日….υ..…….日….一正辺

3.3 問題の作成....….リ....….リ...リ……..….日....…….一….一..…….υ….リ.・・ H ・H ・...・ H ・..….....・H ・....・・17、

3.3.1問題作成委員 会・…一...............・2・・……・..............一一一・17

3.3.2 第一次予備テスト・・…................・ H ・-…......二....二…・・土H ・H・....39
l' ¥. _". 

3.3.3 第二次予備テスト…… ・-一……....・ H ・....・ H ・..二 l…H ・H ・..…57

3.3.4第三次予備テスト…ム二....目........・…・ソ… ，. ・H・............・H ・.59

3・3.5 できあがった問題. !;.. .i.1 ・- J.E '…‘… 63 
、.

第4章標本の抽出….....・ H ・....・ H ・..…...・ H ・-….....・H ・-……・………......106

4.1 調査対象と母集団の構成....・......…・・ H ・H ・....…......・V・.....・ H ・-…・...・M・..106
，、.電H・.

¥ 

4.2 抽出の 方J 法:;.......i i; .~ ':…・. ・H ・ .-~ ，μ;J…・・7・・H ・H ・.1侃 4

4・3 標 本 .数 の 決 .定 γ ・…1・・・H ・H ・..・:……---JJ・...・・ヶ.~-' ..'・・・H ・H ・…・・.108



I 4.4' 学校の層別….........…....・..'.....・I・H ・…・…・・・7・・….."....1ω

4・5 -学校および児童生徒め繍出……-…・…・・H ・H ・....・H ・-…・・ λ.....・H ・-……-・ 110

第5章標準化 : 叱れブ タ15 テ
511 

J 

5.2 

5.3 

第 g章

6.1 

6.2 

6.2.1 

6.2.2 

6.3 

6.3.1 

6.3:2 

6.3.3 

6.3.4 

，- 第:，7章

7. 1 

7.2 

7.2.1 

7.2.2 、
7.2.3 

7.2.4 、

第 8章結

5

9

0

 

噌

晶

必

噌

・

A

n

r

-

唱

A

噌

A

4

i

H

ーに
-
a
z

、、

.

u

コ

-v・

施

績

度

実

成
の

の

尺

k

r

L

r

 

ス

ス

等

テ

テ
本

本

品

結果の検定…....・H ・-……….....・H ・.....・H ・-……・…・ヮ…………，，124

也

市

u
u
n
m
m
ω

必

弘

噌

A

宅

A

，
噌

A

噌

i

ν
E--

唱

A

-唱
A

1

4

二

詑

…
J
-
T

一a
…

U
-
B
h

一J
・

出

h
p
…
ハ壮

一

拍

日
一
一
リ

の

・

ソ
一
一

本

…
…
…
…

…

…

・

標

・
・
4

…
…

次

一

J

・
…
…

l
j

一一
・J
第

.
一
日

一

定

度

定

定

定

定

怠

掛

川

一
精

検

時

検

検

検

R

t
l

d
の

の

P

の

・
拍

の

の

題

1

司

性

性

性

た

の

聞

出

出

|

の
-
本

・

査

当

一
応
南
駅

検

標

拍

拍

検

妥

適

信

選択肢の反応分析…日日…・-・・ー.…・…………・……・………155

結果の・記述……….，.…h…晶........い 一..._.t・V ・-・1・....-J・心、…，...・H ・iお2

文主主読解カの発達状況-ー一一…… ・・・・…・…....・H ・....・H ・....…・・・1・...162

文常識解力とそれに影響をおよぼすと考えられる要因との関係…"".....167

性的な要因と文章読解力との関係・・・…・…....・H ・....・H ・-… ....・H ・......167

地援的な要因主文章読解力との関係ゐ........・H ・.....・H ・...・H ・-・…・....・H ・..170

保護者の職業と文章読解力との関係………・.....・ H ・.....・H・ -… ..~ .....176

保護者の学歴と文章読解カとの関係・・H ・H ・......… ，ム...………・J……1'79

論・…....・H ・…・…….......・H ・......・H ・....・H ・........・H ・.......183

交霊重・競軍事カ1ゐ義主主止とついて・….……….日…….. ….い ....1……….. …… .. …..円川んん.. い.日……….. ……… .. …….リ一.日山.
含吋 -

-8.1 

‘8.会".橡準給されたデストどしてめとめ検査問題にヲいて‘L・h ・-い・二一、…γ J・".184

&ぎ 調査に対.ずる反省，....，....・."…ム..・-………..1，…ム

二- 2'二ー



'図

~，.4・ ・ 業主主裁解力の指導について1~，.... ' " .'~~・…;つ'" ・.. ~ ~ ， . ，. .…・ .，・… -f -J1九 一 . γrf:-186

. 

第2.1図・

繁4.1図

第4.2図

鎮;6.1図

-
E
J

、.，. -
-
A
 

-
F

I
 

』
・

文章、読解カの構'造....・H ・-…・・・…...・H ・h・・..，........小山・・・・・ぃ・2…4

標本数M=1000における変実係棋を95%信頼度rでの信頼帽の分布L・._初9

学校層別のたるの三‘伺濁衰の'一例U ・V ・-…・…・卒、......・ H ・...... j.....…ァ .，110

担径教師!の読みの言平価'lf.布団"，~ :." .・・ 9 ・ ，:，::・h・-・4・ .~. ~'h ..~ …ー . . .. . ・H ・ .. :...，，129

第6.2~ テス ド の得点分h布図.....・'~' .'.…. . ~'-; .. • . ， . . ; '_i ;-，仁川・・ ・-・二;.J':....-..，.・H ・-時九，131

第6.3図・ テスト成績の定規性....... .. . ... .ぷ…..……:・・…...…・1 ・7・……:~・・.，.]}32

第;5.4図 担任教師の評価の分布の正規陸つ ・ふ枇"':;'".~バ・一...， .. .. '... .. ...・H ・ ' :r・.，140

鋳17.1図 [共通問題に対する正容率の学無比較……."・H ・-…ふ":，1'唖…，..;.....…ードー山163

帯7.2図 上位群中位新下位群の得点構造ま…・・…J・て・・-・・1 ……... ¥....・H ・.，'…166

2令7.3図 ・ 男女.illJ得点。構・造…・・・ ・…・・ァー-ーl …・・パヶ-.・.，・小・…・・:1.10

第7-.4図 地域別得点、構造..……・C・田川 ・・γャ・工…・….……・.. . ~ .・.:176

義

表

妥

表

表

表

表

γ

表

表

表

喋

犠

議

議

懐

表

E

2

3

4

5

6

n

J

8

9

ユ
ユ

1

4

1

Z

都

知

観

都

知

都

知

都

知

、
都

知

節

調

都

知

各種客観的テストおよび論実体テズト ~l院絞… 1・H ・H ・ ....・ H・-…・… ・: 時

間・題選定 の ~， 準…・・・・・…J・…・・… ・・ 二…・…. .. .・H・-……・..... . .… ・ 18

第一次予備テストの成静…・・………......1・-一 …・-……・…・… ・40'-

各学年の正答率とその差ーく第一次雫鏑テス ド)..…..…・・……ム……42

グルー ヒ νグをした学年'のE答率L他:との比較〈関与J:) \… .....……~..45
上位群・下位群分析 く同上〉・……・….....・H ・・・H ・H ・......・H ・.-....・H ・-… 49

選択肢の反応分析く向上〉 ・・.....… e ・………...・一、… J・・・・ 50

第三次予備テストに採摂した問題….....・H ・...…・・1・........…....・...二..・・56¥ 

第二次予備テストの函難度の予想・…γ....….....……・…......，....56
、 I酢1 ←γ.. 'J

第ニ次予傭テ5久kトの結果.一.γ.

第三次=守苦慌テストの鍛果.一…….一….一.. …….一….い.一…….げ…….い….一.、γγ十.一…….日…….い…….日…….一…….υ…….一…….一…….日…….一…….一…….一…….日….日-.:…….い…….川…….日…….日…….υ…….日…….い…….リ….. 二:コ ，・H ・..60

テスト成績と教師の評価主の相関く第三波予偽テスト〉…・1 …........6Q

0・3上位瀞J下位君事分析く同上1・・ ・・つ7・・ γ ':';. ";'r'，::::.:::':・……・γ…位 、
I 

選択肢反応分析.(間企)-… ・・リ…・…・……ー…..……1・""・H ・a
調査対象全児童盆生'徒数・……...即日，.....・H ・-・・........戸H ・H ・.....~ ，-・.........，…lO{

~ .aー



4与、 、
、‘

第4.2表 標本学終および標本児童生徒の割当… て… ・・:::.¥・.， .・…・':二・・J…..112

第5.1表 テストの検査時間L・h ・-… ....・H ・....…ふ・・r:..ぃ・・・.......・.....…115，

.iE.答一覧表7・…γ第5.2表

部 3表 ，テストの時〈本調査〉 ‘ ・ : . .ム" . 国

第5犠 偏空値パー宅://1イルの換算宅..・;川 γ コに _.~..・.，・1 ・・.....'..:.....121

鍔5.5表 ;品;・γ I等 表…・1・_...・:?:un--;・3・..一つ山・・ .・・目・・H・H・...123
'第6.1表 第ー次標本主第二次標本の成績比較・:…田……・….目，1・h ・........・H ・-… …125

第6.2表 白 '1.2・検定く第J次標本・第二次標本の遍合度〉・・…:…・・…..・1・H ・H ・-……127

、第6:3表

第6.4表

拍 !告 の 程 度・……………i---・…...…・・1 ・・ H ・H ・-…・・… 128

全県と第二次標本の保護者建築分布の比較・・…… ・・…・1…H ・H ・-……128

境6.5妥 ・ 担任教師による評価の分布表………・…・・…........……....・H ・-・1…129、
{錆第6.6表 得点分布曲線1めのE規怪の検定.…….一….一.叱νいい.日….日.ぺ..…….い…...…….リ…'"γ;γム:二'γ 目.. パ.. …….リ…...…….. ….い.一ム，

t犠第fj.7表 問題毎韮答E率襲学年比絞.….日.… .口…….. …….口…….. …… .. …….口…….日…….日…….日…….い…….リ…….. …….口……..…….日…….日…….. …… .. …….口…….日…….日….日'ム'"…….日….. γ:γγ.日…….い…….リ….リ.…勺.

苦第容6l兵そ表 . テスト得点と担任教師の評価との相関係数日H ・H ・.............・H ・-目..，.二.141

第6.9表 上位群・下位群分析表・ー…・・ ..……………・…・ー…………… ..142

第6.10表 上位群・下位群分析で有意差のない問題…・一回… . …….... .・ a ・ . ~' .. 151

壊

犠

濃

表

表

表

表

表

表

表

凄

頃

頃

頃

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

2

c

山

1

1

5

5

1

7

7

H

λ

7

h

λ

λ

F

7

7

7

月

t

劉

錦

町

閉

館

館

第

一
軍
ー
第

宮

第

第

第

第

第

折半法による信頼度係数・・・・ー…........…....一ー ー・・….......・…・・…-・.154

p チヤードソ γ ・キュー !il~ -の公式による信頼度係数・…・・....・H ・-…に155

選択 肢 反応分析M ・M ・...…....・H ・.....…・、H ・H ・..，一一…・・・・・….156

共通伺J題〆一覧表…・山・....・H ・.......・・1・;…・トー…… ，…・・田…・1・162

共通問題に対する学年毎ゐ正答率・… -……-ー・… -… ， …・・… 163 

上位:瀞 ・中位群・下肢群ごとの得点表..………..……………・165

性別による成緩の‘比較 ・-…・・・……・ … …・・…-…:…・・・......167

男女別問題種別成績表………・…....・H ・-……一 ・…......・ . ・169

地紋別成蹟表…・・…・・…・・-………-…ム・…………….171

・地峻別成讃比較表…・一一・..子...・H ・…:…・1・…… ...…….. …目一.. 一….い...一...一-L亨72
抱咳別問E題!!t種重別成績表.リ…….口….い目.…….い….リ....二....…一.リ…….. …… .. …….リ…….. …….い一….日…….口…….日…….い…….一…….一…….一…….い…...一に，

地域別問題掻別成績比絞表'…….口….い.. 一…….日…...…….日…....…・・1.0・…...……............・H ・-・175

保護者の職業別成績表¥ー....λ.一…….υ….一.. 

，保護者者ふの}戦畿繁に.よ.る成怒麓量北絞表.…1γ小.口….日......子1ムし.日…….い….リγγγγ.口….リ....……….い…….. 山.釦……t岬….口…...…….日…...….一.. じ.ι.，…….リ…….. …….い…一.日叶.. ぺ.ヘγ..…川.川り.リ♂円.17沼8 
第7.1辺2表 . 保護者の学怒択に三J主tる成績委奏を.…….刷日………ι州佃山.刷町…l帥….日.イ←がイ寸小ぷ.日べ.三い;

一 h目 . 
話7.13表 保護者の学酌むよる成績比較表、…九:・・九・，'， … J ・H・.. ー ー~~..~・.. .....・ a ・ ... 180

-4- .・3



第 1章調査の目的と意義

1.1 調.査の目的

この調査はつぎの二つの目的をもっているq

(1)本県児童生徒の国語のりを調査し、その実体を把握するこど。

。)児童生徒の国語の学力を測定するにめの検査問題を標準イピし，国語苧習指 込

導のTこめの具体的な資料を提供すること。

1.2調査の 意 義 ， 

現在教育内容や方法について つぎのことが確認されている。 教育内苓

f:'構成し，敬育方法を決定する?こめには，その敬育機闘が存在する地域社会'の

現状と理想，および敬7害対象の実態が明らかlこされねばならない。 そして現

lこ敬育計画f:'tこて，それを改善するためtこ，まfこ学習指導をよ b合理的な確実 '

なものにするピめに，各学校，各研究機関で，その地域社会の教育課題や，教

育対象でa)る児童生徒の笑態を把揮するにめに，調査研究が行われている。

、 当研究所でも発足当初よれ果基準案作成の見地からこの二つのこ主一一敬育

のfこめの地域社会調査と児盤周査ーーを基本総tして事業主?進めつつゐる。国

語学力調査は，この基本線にそって， 本県児童生徒の国語学力の実態を把撞し

ようとするものでめる。そしてここ?把撞され7こ是非カの実態f:'将来の各種調査

や県基準案作成の際なEの必要に役立てようをするものでif)'る。

‘この調査は，各朝交・学級にかける教師tこEつでも価値める資料を提供する

ことができょう。 教育課程の構成や改善のために4の学校 ・学級の児童生徒 ー
の実状を把握せよ μ、うこtはまこと tこ正しL、が，その把撞する方法t;かなら

すしも正当に理解されてはあ・らすも，まに具体的な調査方法や調査の?こめの道具

も確立され準備されているとはいし、難し、。学習指導l乞ま E確実なものにし，個

性的なものに具体化しようとしても， o児童生徒の実態把握怯，なにを，。どうい

う方法で士いう最初の問題に、つきあにってしまラ。 この調査はもeちろんとれ
， 



らの問題について会商的iここfこえよ うとするものではない。 しかしこの調食

の結果営利用する こ ~1こよづて ， その学校 ・ 学級の児童生徒の国語学力を ， 全

県の児童生徒まにはそれとほぼ同ーの条件をもっと考えられる他の学校・学級

と比較することができ，あるいはある児章・生徒が，凶器学力のうちのどの商
ノ

に欠陥があるか等も知ることrできょう。4 さらに検査問題の作成の方法を確め

ることによって，敬師のテスト作成や評価についての技術を研究する資料にち

なし得るであ失う。これらは前項にのべTこ 目的 (2)についての意義である。

つぎに 目的 (1)と目的 (2)とが同時!こ満足するかどうかも確めねばならな

い。 金疑の児童生徒の挙ゴJ ~ 測定しょうど するとき， '1す必・要tこなるもの

はJなんで測定するか一一測定のfこめの物指しである。 この物指しとして路

標準学力検査がもっ左も有力な力を発揮するわりである。 いろいろの標準学

力検査についてみfこが，国語のこの程のテストでわれわれの応求に応す'るもの

が見当らなかった?こめ，検査問題をわれわれで作成し実施することにしに。

この際この検査問題に対する県ー下全体の児童生徒の反応が明らかにされるの

でーぎゃくに立の韓査問題を 科学校，学級φ~C'.Jii生徒に実施することは t 
って，その学級の学力~県下全体の減額主比較することができるO ' し?こがρ

てこの調査について，目的 (1).~見的 (2) の二つの意義をみとめる，こ主は可能

である。

第 2章調査む計画と超過

2. 1 調 .査計画
.1 

調査計画には /調査の対象，国語学力のうもの何について調査するのか一一

調査項目ヘそれらの項目について何孝明らかに，し?こいむかa示ナ制至るすべき窃-柄

f 調査組織 ・調査の具体的なチ11闘が含まれるであろ雪 b i tこ『結果b処理方
法tこういても綿密に計鵠して対‘ねばならなL、。 この章では'調査赤十象・調

査項目・調牽すバき事柄・調査組織についてのべ， 他は関係各草で明らかに

令
、.

ー- 2-



、ー.， することにする。

ι 

2.1.1 調 ，査対 象 t 

この調をの問的は 本県児童生徒の国語学力を測定しょうどするものでゐる

から，調査対象としては，一応小学校一年生より高等学校三年生まで・の児童生.

綻が考えられる。 しかし調査期間 ・調査機構 ・予算なEの条件から制約され

る商事強〈考慮しなりればならな~ '0， 乙の制査では主として，調査機構の閉

.係で対象児章生徒の範簡を縮少しに。 調査機構をテ広けないで、 できるTごけ

所員?ごりによって進行させようと考えにのでゐる。 そして小学校二 ・三 ・

凶・五 ・六年 中学校一 ・二 ・三年にとどめにod、学校一牛を除外したのはっ

き・ーの理!EiHこよる。

(1) テストの方式持団テストとし?こ場合，小学校一年生がこの加のがは

適応できるFどうかについては，多くの疑問がある。

ω 小学校一年生には 入門期といわれる特殊な指導の方式が強制され'rいるi
わけであるが、 このことカ涼しているようじ 二年生以よとはいちじるしペ

主主った要因を考慮しなければならないのではないか。

以上のように，形式 -内容のいす・れから考えてみてち， 問題構造やテス ト

の方式について， 二年生以上のものとはきりはなして仕事を進め7こ方がよい

ように予想された。このにめ 小学校一年生はこの調査からのぞくことにした T 

のである。 二年生につし、ては，上にのべfこ二つの点で疑問に足、われる点がな，

いわりではないが， 予備テストの段階でいろいろ考えてみることにじ?こ口

2.1.2調査項目

国諸学力は 聞くこと・話すこと ・読むこと ・書くことの四つの商と，これ

らのil.~礎としての文法理解が考えられ-ねばならない。 しかしωζれ、ちの事柄

のすべてtこついて調査することは到底不可能でゐる。 ，前項でのべ1こ各種の制

約は，当然ここでも考癒きれなければならない。‘ そしてこの調盆項目の範囲

- -，3ー
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， 
を'""読みの能力"に限定しに。

“読みの能力"‘をつぎの立場で分析しfこo

A 文字 ・語いを?認知す・る力

B 基礎的な読解力

Bl 語法の理解力

B空文を読みtる力

・文の事実を読みとって要約するカ

.交の細部の関係を読みどる力

・文の中心盟、惣や背景

になっている思想念読み主る力

' ・括M~IJ :tるカ l

・組織する力

N 指示にし?こがう力

、・自主的に読む力

品はや《読むカ

‘音読の力

C それぞれの目的lこ応じる読みの力

Cl ロ常生活の必要のためのr読みの力

・みだしを読む力

・さ'。と読みのカ

・手紙 ・棋語 ・ポスター・ 広告・時間表等を読む力

-報告 ・伝達の?こめの音読の力

C2 研究の?こめの読みの力

・目次 ・窯引を使う力

・字引 ・百科事典 ・年鑑 ・年表を調べる力

a地図を読む力

‘・一読して必要なところをさがしピすカ
l

.、図書館利Fsのカ

'C3 鑑賞や娯楽のfこめの読みの力。
J 

-4~ 
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-書物をえらぷカ

.鑑賞のカ

・音読の力

、・読書の興味の範囲を深さ

これらの分析された能力のうちから，吏に調査すべき項目を B2'文を読み

tる力 に限定しにのであるが，その型IIlはつぎの町とかりでゐるcL

:第ーに itemの数である。 わhわれが読字11を調査し，まうとするとき ，
fこt::・...::..つの文字を提出して，その一つの文字が読めるか， ー読めないかじよ、っ
て，その子供の読字カを評価するものはいないであろう。かならす・10なり20な

り， 目的によっては 100字以上もの漢字が選定される乙とち当然でゐる。

tころが文章読解九の場合にf.i. 案外こんな点が見落されているこtが多

い。 itemの数が少なければ少ない程，その itemの内容は はっきりした

基準 ・理由によってその背後にゐる多くの同種類の問題群を代表していること

がいわれなりればならない。 白その基準 ・理由がはっきりしていない場合に

は. itemの数は無制限に増加してく〆ることも考えられる。 まに信頼度の上

からみて ゐる能力や学力を検査する場合iこは 少なくとも20以上の itemが

必要であるとい、われ，ている。 読みの綜合学力などといって，多くの調査項

目をもれなく含ませようとすれば， 検査の実用性の上から各項目毎の itern

の数は極度に制限されき'るを得なくなる。 そ・のようにして検査5れfこいわゆ

る綜合学力なるものは， われわれの場合，県基案作成のTこめの資料tして，

あるいはそれ!~笑際の学習指導に役立fこせようとして， 一体Eれピりのカ~

溌揮し得るであろう。(もちろん.tことえば濯抜試験のようなある特殊な目的

r:もつにものは，綜合1学力を必要とすることもあとYわけである。 ごれらはす
べてその調査の目的から規定されてくるものである。)itemのとりかたをこ

のようじ考えてくると， 検査の実用性の上から，どうしても調査項目をもっ

t整理するか，ゐるいは縮少する必当与があっTこ。

第二に， この調査の結果の利用の商から考えると ， われわれがやろ うと

する調査は"いわゆる総合学力をおさえると1、うことよりも， もづとはっき

り分析されに能力tこついて児王室生徒の反応をしり 7こL、のである。 そのよ うな

-5-
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ものでなげればわれわれの想定する県基準案作成の際の資料として有放なもの

とはなり得ない。 まTこ指導tこ役立たやる意味から考える e.ゐる子供の学力

の低いのは，文字が読めないこtか，語いが貧弱なこ tか，または文字も語い

も相当知っているが文が読めないのか， あるいは小説は読めるが社会科の資料

紋読めないとい うのか，そういうものもはっきり知ることのできるものが必要

なのである。 この目的 (2)から考えた事柄は 目的 ωk対立するものでは
ない。 ー

第三に，これ1"::1dの項目について調査しよ うする とき，いろいろな困難民予

想される。 それは困難というよりもなしろ準怖制査すべきこ tといっ7こ方が'

はっき bするo'1ことえば文字， 語いを認知する能力をi都躍する際に，文字を認

知することと語いをZEl知すること tの関係を明らかにしなげればならない。

?ことえば“先生"が読めて“生活Lが読めなかっ仁子供は “生"を読めると す
るか，読めないとするか。 もしその寄をふくむ訴を一つでも知っていれば交

字が読める主してよいtすれば， “先生" “生徒" “'-ti，Ij"“生長"“λ生"

kできるだり多のく語を提出して，それらがみな読めないことが明らかtこなら

なげれば， “生"を認知できないとはL、えないこ主になるのではないか。 も

しその宇をふくむ全部の語aを知っていなければ，その乎を続めるといえないと

すれば，ま?こ同様のこ主がおこる。 このよう lこ汚えてくる.と， 文字が読め

るこ主は何tこよって判定し?こらよいのでろうか。まに詩が斑めるい、うこ tと

どういう関係になるのでゐろうか。 まに笑際1こ制査する際には，その文字を

検夜するにめには，どの語で検をすればよいかということが解決されなければ 、

ならない。ま?こ語いの検査lこしても ，日常生前lこも っと も必裂な語い，ゐるい

は学習基本語いというようなことがまする解決きればげ作ばならない。

完全なるの念特っていてはなじもできないから，現.ttできる範囲内で最善の資

料を訊・用し最善の方法を?とればよいということでゐろうが，ぞれにしてもなん

らかの根拠はもちfこいものである。

、以上のことから われわれはつぎのように態度を決定し1:。
Y 

・本年艇は前記図式のB基礎的な読解力のう ーら B宮文を読みとる'，1J tこペJ

いてのみ調査する。

- 6ー
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-この文章読解力の調査:~ ~も 1: "文字 ・語い・文法その他lごついての基礎

F 的な資料を集め，来年度以降遂次調査を行う. (このにめこの、文章読l解力検

査主併行して 小学校検定国語敬科書昭和26年度 10種iこっし、て ・漢字調査

をおこなった。)

更に文を読み主る力主して考えられるもののうち， 集団テストaペーパー

テス トの条件を考慮し，最後につぎのよ うに決定しfこ。 争

調査項目 基礎的な文章読解力

(1) 文の事実を読みとって姿約する力

(2，) 文の細部の関係を読み'.tる力

(3) 文の中心思想、や背景になっている思想を読み・とる力

2. 1. 3 調査すべき事柄

、jこ'

， 

この調杢の目的はさき iこのべ1こが， その目的を達するにめに.Eのような

事柄について調査するかをるつ主明らかじ しなければならない。 本県の児童

生徒の国語の学力を測定し，その笑態~t ら えるのが目的でゐるとすれば，二

の目的じてらして，前項の文章読解力について何をみ?こらよいのか。 われわ

れはつぎのように考え7こ。

(1) 各学年毎にどの程度の戒が読めるか。

これは問題に対する反応をしらべて，学年毎に得点の平均左分散を知ればよ

い。 これは同時に 目的(2)をも満足するであろ う。

(2) 文章読解力ほどのようlこ発達しているか。

各学年の問題に共通問題をふくませ，その共通問題に対して学年毎にどのよ

うじ得点しているかをしらべ，その平均と分散とを知って， 全学年を比較すれ

ばよい。 その際共通問題の困難度は，慎重iこ考慮しなげればならない。

(3) 文章読解力をそれに影響をおよぼすと考えられる要因とは，どんな関係に

あるか。

文ヰ読解力に影響をおよぽす要因としては，いろいろのことが考えられる

が，ここではおぎの事柄てけlこ限定しに。

性的な要因と文章読F弾力との関係

-7-
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i'i地域的な要因を文章読僻カどの関係
，_ . 、 “ー、、

地域の環境的な条伶の判 H 学力にもっとも多く影響 をるにえるiものと L

"[;文化度が考えられるが，文化普及度を客観的止とらえるfこめi二， ・市.・

町 ・村 、 ・人口の多少 ・産業構造によってサンプリングする。

-iii 家庭的な要因主文章読解力とめ関係 ・

この調査では家庭環境eJ.;，ての要因のうちs保護者の職業主学歴をみること

にし?こ。 家庭の文化度を客観的に主らえるもの在して， 上記の二つは比較的

便利でゐる 左盟、われ?こからである。

2.2.調査組織

この調論主主として当研究所。事業担当資任者によっτすすめられにが，計

画祭原案に対する活字議や検査問題の作成なE重要な段階で多くの人々の協力を

得Tこ。ま?こ金所員は計百集原案 ・諦査過程におげるいろいろな問題についτの

審議・問題作成 ・模本化の?こめの本調査 ・調査結井ω審議なEこの調査のすべ
ての過程に参加し1':¥。その調査組織はつぎの土おりである。

1原理委員. く五十音順〉

，遠藤 稔 く岩船常日岩船小学校長〉

加藤. 謙 〈薪潟大学教育学部教授〉

小 税強彦、 く新潟大学人文学部教夜〉

品回文松 〈北魚沼郡中条1]'、学校長3

根津麟六 〈教育庁指導主事〉、

凶器 f育成 〈教育庁指導主事〉

2 問題作成委員 く五十音順〉

風間 清 』 く新潟大学教育学部付民新潟ノJ"学校教諭〉

、斎木直司 〈新潟大学教青学部付属高田中学校教諭〉

志 .問耕吉 く県立新潟工業高等学校教諭〉

関 平八郎 . 〈新潟大学教育学部付属長問中学校教諭〉
r 

田中久 直 く三条市立褒館小学校教諭〉

中 野 ー松 〈新潟市致事r潟小学校教諭コ • 
- 8ー
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能登 .行雄 く新潟大学教育学部付感新潟小学校教諭〉

頃 豊一郎 (新潟大学教育学部付属長剛母校〉

細川浩一

山 岸 浩

く新潟大学教育学部付際高田イ母校教諭〉

く新潟市教育研究所〉

3 所内で討議tこゐ?こっfこもの

吉 /1束三雄

古 田 芳雄

北原成 平

日浦儀一郎

平松周治 板谷主主陽吉

小島甚作武藤 紘

牧闘病j平 長谷川敏雄

小 竹省ー

4 事業担当責任者

小竹省三北原氏平

5 標本調査設計

武藤滋

6 本調査実施のfこめ出張したもの

" 

古田芳雄 小 島 甚作

牧田利平 長谷川敏雄

武藤淳

日浦儀一郎

北原成平

小竹省三

マ 報告書執筆

小竹省三 :lt m成平。

2.3 調 査 経過
¥ 

/ 

， 

この調査が計画され文章読解力についてのみ一応完結するまでの，主な経

過はつぎのとかりでゐる。

昭和26年

1月5日 第一次計画案作成

1月6日 第一次計画祭について所員会議で検討

1月7日-14日 北原・ 小竹両所員東京に1:IHlふj文部省 '国立教育研究所

・国立国語研究用樽に出向いて，第一次計画家について意見をきく

3月初日 調査資料として，小学校検定数手間主10種類について，漢字調査隻

仁活字

- 9ー
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4， f:l21日 第二次計画案作成ならびlこ問題作成委員会に提出の資料作成

品月初日 第二次計画集iこついて所員会議で検討

6月7日 第一回問題作成委員会開催

6月10日 問題作成委員より試作問題到117

6月18臼 第二回問題作成霊長員会1¥断続

7月2日 第一次試作問題作成

7 tJ 9・10日 北原・ノj、竹両所員予備テスト実施校日出向き，実施につき

打合せ

7 ):J11-14日 第一次予備テスト笑泌

8月25日 第一次予備テストの結果処理完了

8 )::]27日 第一次予備テストの結梨および第二次予備テス トの実施校iこっ

き，所員会議で検討

9月13日 第二次予備調査問題作成

9月17;18 北原 ・小竹両所員第二予備テスト実施校』こ出向き，実事tこっ

き打合せ

9月19-21日 第三次予備調査笑脇

11月7日 第二次予備テストの京掛4処理完了

11月11-13日 第三次予備調査実泌

12月17日 本テストのための問題原案作成

12月19日 本テストの?こめの問題原案につ'-~/所員会議で検討

12月22日 本安ス トのTこめの問題作成完了

昭和 27，凶手

1F15日 本テストの?こめの問題印刷完了

1月8-17円 本テスト実施

'1 H21臼 本テストの処理に着手

3 )ヲ12日 学力検査の手引完成

10月17日 当研究所研究発表大会に結果報告

12月29日 本テストの結果に基づく検討会完了，報告書作成に渚手

， 3月20日 報告書作成完了

- 10 -
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第 3章検査問題の作成

3. 1 問題作成の準備
/ 

問題作成のために準備しなげればならないものや，調査しセ明らかじしでか

かねばならないものは十いぶん多くめるわりでめるが， われわれはそれらの

うもかち，つぎの事・柄について準備しよう tしに。

(1) 児童生徒の読書経験についての資料ゼあつめ読書領域を知る。

(2) 文字や語いについて

1 必姿度

11 児童生徒の習得している税二度

lこついて調盗をしまには資料をあつめる。

。)各地で行っ?こ文章読僻力まfこは国語学力検査を資料として集める。

これらのこee平行して， テス トlこついての理論的な研究もすすめ?こ。

~ (1)について

‘ ‘E 

学習指導要領 ・教育心理の書物，教育課槌構成や学習指導のー?こめに行われに

各種の調査，読書指導関係の審物等を参考lこして考えに。特iこ木県の児童生徒

tこついて調査してみることはしなかっ?こ。 問題文をえらぶときに， e'のよう
¥ 

な種類の.eのような内存の文をえらぶかはきわめて箆妥なことでゐる。 そ

の範囲がめる特殊な領域のみにかによっt::9 ， めるいはその，学年の読書生活

ではまっ?こくみらねないような高いまたは低い段階のものでめっ?こりすれば，

問題の安当性・信頓性が低くなるであろうことは当然予想さ.れる。この資料は

問題作成の場面で上にのべ?こような意味で利岡さ，れ7こ。

(2)について

i 文字や語いの必袋ー皮については， 小学校国部文字措(昭和26年度)10樺

類について漢字調査を行っ?こ。 この調査は簡単にいえば“Eんな漢字が ど

んな語いとして 各学年に Eのような度数で提出されているかH ・、 について

みるものといってよいo ~1'"-・は他の漢字やかな土' ーしょになって詩いを構成し

ている。 し?こがって漢字のみを単独にきり はなし1も， その漢字のはたら

- 11ー
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きをみるこ左はでき，よい。 そこで漢字を詞・いを構成している妥素としての観

点からひろい?ごしにものである。 ‘この制査はH自京126q:・3)'1よりはじめて昭和

27年8月に一応の集計・佐おわっ?こ。

語いについては， 土記の漢字調査によって一部資料を得ることができる。

その他基本藷い ・児童清いに関する すでに行われ同噛資料を入手し会主ず

にすることができに。それはつぎの書物である。

・阪本ー郎 日本語基本詩嚢幼年の郁

・長野師附小 児童の務長と国語指導

・国際文化振興会 “本語基本語糞

文正t読解力を検査しよう tするtき， .，ことえばある問題についての訣答

が， 文字が読めないfこめの誤りであるか， 文字は親めても語いがわからな

いにめの誤りでめるか， ゐるいは文字・語いともによ く知っているが女牢が

わからなかっfこのか， いろいろの場合が脅えられる。 文字 ・語いは理解し

ているが文章が玉野洋できないということが文予.読解力の検査である。そうでな

りればその検査は 実施者の窓図に反して， 文字力検査やすれ、力検査になっ

てしまう。 われわれは問題文を構成する文字や語いtこも注意をはらっfこが，

上記漢字調査や参考文献はそれらtこ有数iこ使用され?こ。

諸法についてはほとんど準備ができなかっ仁。

ii 児童生徒の習得している程度iこついてはすでに行われ?こ諸種の調査結巣

を入手すること þ:できに。語法については接続詞使間の発達状態を~ìlるための

調査を?行つにtこすぎなかつに。

3. 2 問題作成の具体的方針

検査の結泉明らかになっ?こ事柄が，信頼できるかどうかを決定する最も重要

な裂囚の一つをして 検査問題が信頼できるものでめるかど うかがあけられ

る。 検査問題は十分tこ安当性;適応性・信頼性をも っ?こものでなければなら

ない。 この仁めつぎのよ うな方針によ って検査問闘を作成しに。

。)文章の内容は当金学年の兇誕生徒の生活経験や親吾卸域tこ適合しているこ

E。

- 12-
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(2) 文章の内容はかヴこよらす~ ひろく各種の読書領域tこわ七っているこを。

(3) 問題交を構成している漢字や語いが，当該学年の児童生徒の学力に適合し 1 

ていること。

さきにも述べにように，この調査は文章読解カについて行うものである。
〆 1 ・

そこで漢字や藷いによる抵抗をまっ?こく1:'りのぞかなりればならないo こ

の?こめ女掌は平易な漢字 ・語いによって表現されているもの!をえらぴ，むつか

しし主思われるものは，平易なものにいれかえ， eうしてもそれができない

場合iこはルーぜをふつにり 註、をつけたりし七。 I

ま?こぎゃくに あま3簡単すぎるの色時にほ困る場合がかきる。‘ 仁左えば平
ーが芯ならみな諦めるかられ、σて， 中学生用俸の問題を全部平がなeでー長詑し?こら

どうであろうか。 まにこと(:!¥ζ全部註をつげfこらどうであろうか。 漢字や

語いが読みの速さや理解を促進している商も大きトのであるから， その抵抗

をなくする-1:1:もじ， 適切な使用も考えねぽならないd

ζの?こめlこはつぎの資料を参考にしfこ。

・新潟県教育研究所小学校国語教科書漢字語い別調査

・阪本一郎 日本語通基本語業幼年の部

・長野師附小児支の語畿と国語指導

・国際文化振興会 日本語基本語義

-京都府教育研究、所・国語能力調査

¥ . 

こ4の調査の途中あるいは後にあちわれにつぎの資料色 検定のTこめに参考に

されに。

・文部省 児童生徒の文字を書〈能力とその基受

・北九州1i市教育研究所漢字読み書き能力調査 ー

ω 問題文の語、法が当言語学年ω児童生徒の学力に適合しているこ色。 I

、この乙1:I乙ついての具体的な恭準は得るこ tがで1きなかったd そこで一応

国語敬科-書の文章の誇法をこえ・ないこ と，をして予備テストによ 1つで実験め児

童坐徒の反広をしらべて，不適当なところがめれば修正するζ正にしに。

的1調査項目主してめざしている三つの能力がほうきち測定できるJもりである

こと。
/ 

/" 

-1S ~ 
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Lの三づの能力lニついで重プみをかげるこ左はできない士思われるのでヲテス

r. 十を三部tこかりτ 、

テストその一 文の事笑を読み主って要約する力

テストその二文の細部の関係~読みとる力

民テストその三文め中心恩怨や背景lこTまっている思想を読みとる力

よし?こq ，:.~&:I極数はテストそりf ・ 々の二・その三のそれぞれiこついて10題十

，--J eし，言十30題にすることにしに。

(6) 文章にかかれに，事笑以外の被験者の意見や知識じよヲて答が左突された

: 9 ，‘まTこ問のなかに答に対する暗示をふくんでいるよ，うなものでないこと。

(7)'問の形式がはっきりしてい又 何捌われているのか迷うこ印引 i ま

Jこ解答のし少にがわからないために誤るこ左がないようにする。

テストの二b-式に、は多くのものがあるわりであるが， それらを大しに考ー慮ち

はらわすに使っ?こち， 大きな誤りをおかす緒県になろう O' それらのうち e'

れがわれわれの目的にみっているかを比較検討する必要がある。 まに解答の

しかたがわからない?こめlこ誤りをおかすのをふせ，ぐにめには， 練習によ って

解答のしか?こを説明し理解させればよいと考九もれるが， めまり多くの方式

-t'eるe， ， 練習lの数がそれにつれて多〈なる。 ぞの無駄をはぷく fごめlこ

は， も ふとも よい主思われる方式を数少〈えらべばよいとー考えられ~o

客観らFストの問題形式tこはいろいろのものがあるが，再生法 ・真i需法・定成

法 ・選択法・組み合わせa法 ・配列法なEほ企の主なものであろう。 こ.れらの

うちでわれわれの要求にも っと も適合し?こものとして，多肢選択2去を?とること
1 

にしfこ。
〆

第3.1表はグリーン(E.B. Greene)による比較であるが，この表からlもっと

もよいk思われるものをあければ，組み合わぜ法E選択法がえらばれる。 そ

して選択法が組み合わせ法より 劣っている点について湾えると ム"1.構成め

漆易さ は問題作成者でめるわれわれの問題であって， この調査の場合テズ

ト本来のもヴ欠.lf. '!: じJ: そのテス ト を否定する条件I~はなら fJ ~ 、。。 ‘まに 4. 
ノ

余白の木小 は実m性iこ関係するが， これもそう 大きな条件にはならないで
ぬろう。 9.再生的テストの点はわれわれの怠図は理解力をみよう土するもの

¥ 

-14-
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， 
であるから無視してもよいであろ 第3.1表各種客観的テストおよび論写体テスト

うcltこt: 7複雑な思考過程ぞみ

る点が劣っているとされているこ

とは重要である。 しかしこの点

iこついては異論がある。 tことえ

ば織岡正氏はこの点tこついてつぎ

のようじ述べている。(註2)

可変選択抜法の野氏……この~~'i".

弁別カ，推理カ，解釈カ，応用力等

高度の精神約過程だけでなく，単独

の事実についての記憶カをテストす

もことが可能でらるロ

したがってこれは各種の教材に基づ

いていろいろの型をテストするのに

役立つもつとも髄のきくテストd

の比駁〈位。

、真 組
み

‘ 法法

1~1繕成の糊さ 一一
3 I 2 

2指示の理解 1 I 2 

一一
3所要時間 1 I 1 

一一
4余白の大小 2 2 2 1 

一一
5採点の容観性 1 2 1 1 

6t佐量ヵ:少ない 3 1 l 1 
一7複維な思考過

程
2 1 

8問題の問自 2 3 1 1 

一一一一
9間テスト i3232

10結果の分析 31-2寸τ

拶F総

妻。 文

法l体

2 1 

2 1 

1 2 

3 1， 
1 3 

1 3 

一一
1 i 1 

一一
1 2 

一
2 1 

2 1 

である。

組合せ法の長所・....組合せ法が高

※三段階品等で1が長もよく .2. 3はそれにつ

ぐもの，

度の精神過程の成果をテストするのに適するか叉は単なる事実的知識を対象とするに

すぎないかについては議論がある。組合せ法はその性質上，一方に短い名郡，日付，

概念的な言葉，極度に簡潔化された記号等をもっているため， もしこのよろな夢摘さ

‘れた概念聞の「苅系について立言することは高度の精神遜釈に含まれないとすれば，当

然この方法は事実的知識に関係するだけにすぎない。 しかしこの議論は提出される概

念の内容と組合せ法の構造ょの問題に依存する訳で，作製者の考案によってかなり高

度の精神的過程についてもテストしうるであろう。

この記述では等しぐ長所として述べられているが，複雑な思考過程をみる点

ではむ しろ選択法の方がよい主している。

し，まにわれわれもそのよ玉tこ考え?こ。

まに同氏の記述に 組合せ法の短所と して

註1. 日本教育大学協会国語科教育に引用

註2. 教育大学献度第32巻教育評価1

--15ー
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-被験者にとって解答の仕方が容易に理解されない。，

、 /_ .僻年r-::.Ulいては:iEL¥.組自の番号を記入させるかれ『亡ι線で結ばせる方が.よい
. ". 

カしこの場合は採点に際しかなり抵抗を感ずるであろえ。

とのべている。
g 

以上のような考察の結泉 問題形式としては多肢選択法を乞るこ，tIこし仁。

(鈎掠点者の主税によって採点が動揺するこ主引なし、こと。

' 前項iこのぺTこ多肢選択法は十分こeの意図を満足して'くれるk思われる。

個々の問題について

1ここでな そのー・そのこ:その三ごとiこどのような注意をはらっ?こか主い

う.ことじふれるlことEめる。

その-，くさえの事実を読みとって要約する力をみるもの〉

(1) 主意文 (Key-Sentence)をみつけさせる。

¥2) 主要な文(MainTopic Sentence)と副次的な文(SubTopic Sentence) 

とを区別させる。 ト

(3) ，重要語 (Key-Word) をみつけ~，せる 0

(4) 主人公をみつりさせる。

(劫主人公の動作をみつけさせる。

(6) 問題や題闘に関係のふかし、事柄や語句をみつけさせる4

(7) 文に題目『をつりさせる。

そのこ(文の細部の関係を読みとるカをみるもの)

(1) 事物の名 ・数・場所・時間 ・細lかな性質'・状態などtこついて答えさせる0

， (2) 主要な文(MainTopic Sentence)左副次的な女(SubTopic Sentence) 

との関係・副次的な丸そSubTopic Sentences)相互の関係、をみつりさせ

る。

(3) ある事柄を証拠づけるこまかな語句や表現をみつげさせるb

ω 伐名詞が何'e'，あらわすか考えさせるb '1 

朗読読今乙とば(そ、して その上貯れE時〉をも Eにして上の刻下の

文の関係を理解しているかどうかきく。

- 16-



。)文中の入物¥:ついて， それ左れLこ関係のふかい事柄や詩句をみうりさせ

る。

(7)原国t結果・理由と結論をきがさせ，そのどもらかを宰自にしてその部分

ぞ答えさせる。

その三(文の中心思想や背景になっている思想を読みとる力をみるもの〕

。)主意文 (Key-Sentence)をみつりさせる。

~2) 主要藷 (Key-Word) をみつりさせる。

l3)主人公の気持ぞきがさせ，それがEのよ うな語句tこめらわれているかをみ

つけ3せる。

仏)結論となる文や語伺をみつけさせるo

(1) .¥ (2)と重なることが多い

(5) “特に・いもばん ・もっと色・主tして"なEの乙とぱlこよって修節され ー

ている諮ら1や事柄をみつけさせ，そのわりを考えさせる。

(6) 主人公や事柄に対する作者の意見ぞきがさせる。ぎゃくに作者の意見がど

のような表王見をと っているかみつけさせる。

3.3 問題の作成

問題を作成するfこめにつぎのような手11聞によっfこ。

ま十問題作成委員会をひもき，原理委員およlf問題作成委員により調査の基

本方針および問題作成の基準について審議する。 つぎに問題作成委員により

試作問題を作成する。 試作問題lごついて予備テストを:io-こない， 問題を修;

正し決定するo 予備テスト以後の段階は研究所員のみで担当じTこ。

‘b 

3.3.1 問題作成委員会

昭和26年5月7日 第一回問題作成委員会をひらいに。 この会議で研究所

で作成しに原案に基づいて， 調査の基本方針を検討し問題作成の方法につい

て協議し1:。 基本的な方向を決定してから，さら1こ小学校・中学校の二分科

- 17ー



会tこわかれて具体的な打ち合わせをおこなったo各委員は担当 しに問題を作成

し勤務校で所婆の笑験をおこなって6月10日まで 問題炉よぴ資料を報告する

、ことになっ?こ。 このようtこして資料主なる問題120を得?こ。

6月18日 第二回問題作成委員会をひらき， 120題の問題資料のなかから

第一次予備テストの問題を決定した。

第一次試作問題

この検査問題は最終のものは学年別検査問題を考えているのであるが，問題

の難易度の判定がきわめて困難でめるにめ， 第一次予備テストでは， それ

ぞれの問題が学年俸にどのよ うな難易度をもっているかをみることにしに。

そこで第3.2哀の基-準によヮて 60題の問題を選定し，小学校二年より中学校

三年までの全学年について予備テストを行っ?こ。

第3.2表 問題選定む基準

予想学年|小1121314.1516 )中1I 2 I 3 I高|計

一一一一 一一一←一一一一一一一一一一一ーナ一一 一一一一一(一一一|
その二 2 I 2 I 2 I 2 I 2 I 2 _ I 2 I 2 i 2 I 20 

一一一一一一一一一一一三
計 616161.6 16 1616161616 1601

※ 予想学年とは その学年で正答率50%の意味である。

問題 (原文たておき，ノレピ省略〉

テストそのー

文をよんで，その文にかいてあることのちち， いちばんだいじなものはなにか， J .::; 

かんがえるもんすさいです。

一 これはまさおさんのえぼんです。えほんにはきし苧のえがかいてありま 1. ¥ 

f す。

1. き「しゃのこと ‘ 

2. えほんのこと

3. おもしろいおはなしのこと

4. Iふ:ねのこと

- 18 -



5. まさおさんのこと ， ノ

ニゆきがふり乏しました。 だかし、空から あとから 、~とからと まいおりヲ:

きます。 みているちもにやねも のはらもまっしろになりました。

， 
e 

1-¥  

1. さむいこと

2. の』まらのこと

3. やねのこと

4. ~のこと

~ 5. ゆきのこと

三ねこの たまは このごろ げん舎が なくなりました。 ごはんを たべない

で， こたつの，上に じっとしてねていたり，したをだしたりして ・います。

1. ζ;はんをたべないこーと

2. ねこがしんすさとと

3.、げんきがなくなったこと

4. したを元したりしていること

5. じっとしていること

， 

四きしゃのじかんがきたので，まちあいしつはだんだん にまやかに なってき

ます。 にもつを しょった男の入，きれいな 、ふくをき?と女の人，ふくらをさ ν

げたおじいさんなども はいってきますで。

， 

， . 

t 

1. にもつをしょった男のこと

2..きれいなふくをきた女のこと

3. ふくろをさげたおじいさんのこと

4. きしゃがきたこ与

5. tt.んだんにぎやかになってきたこと

“ 
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六おとろとはことしから学校へ 為がりまLた。 このあ¥'<7さまでよ〈

ていたので，学校へつ札ていくのにこまるだろちと おも"って

いにちぼくとい Iっしょによろとんで学校へいきます。

1. つれてい〈のにこまること

2. ないてばかりいたこと

3. よろこんで学校へ〈ること

4. 学後へあがったこと

5・J学校へい〈主きのこ之

七 ある夜あけまえのことでした。 あたりはまだ暗くて しいんとしていました。

けれども速くめ山山のいただきは もち朝日がきして，それが雪にちつり， このよのけ

しきとも窓われないほど ろつくしいすがたで，すんだ青空にうっしだされていました。

1. 青空のろつくしさ

2.l夜あけまえの山のろっ〈しき

3. 朝日のさじているよろず

4. このよにないけしきのこと

4. しいんとしていると主

‘ 司.

八 このあいだから三日おきぐらいに降りつづいた大雨のために，草も木も入.も，す?

かりいやになっていたところでした。 けれどもきょう こそはさすがの雨も降りあき~

のでしょち。 小鳥の声がはればれときこ走ます。

1. さすがの雨も降りあきたとと

2. 大雨でいやになったこと

3. 三日おきぐらいに大雨が降ったこと ， 
4. きょろは雨がはれたこと

5. 小鳥の声がきこえること，

九一λ一四年にドイツ人のケーエヒが じょろきのカで動かすいんさつ機を発明しき

した。そめころ 新鶴は手で動かすきかいですっていましたが， このヶーニヒの舎かい

を使ろと 一時間に千百まいもすれました。 これはそれまでの四ばいも多くずれたので

す。

1. 新聞のできたのは一八一四年fさということ

2. むかしの新聞のすりかたのこ主

3・ 新聞をするいんさつ機のこと
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4. ケーニヒの発明したいんきつ機のとと

5. 新聞は一時聞に何まいすれるかと¥"ろこと

十 咲マ示、主月島ょのを，よくだれでもフ Fロウだと恩っている!らしいが， られはアオ

バズ!l"G.いってフグロウの四分のーの大きさしかなL、。青葉のころ日本へわた'ってくる

ξξ ズタだからアオパズ!J'. ズグとはミミズFということだ。 わが国ですを作‘って奇供

を生む。そうして秋になると親鳥も子供も南へ去ってしまう，

1. 7!1ロウウはわたり烏でないこと

2. アオパズグといろ鳥のこと

3. 烏の名はまちがいやすいこと 1/ 

4. フグロウt"i.アオパズグより4、さいこと

5. ポウポウと鳴くのはプF戸ゥだということ

十一機械の発達はたちまち鉄と石炭の必要をよびおこLた。石炭をほりだすためには

機械がなければならない。 そして機織を作るためには鉄がなければならなし、。また鉄鉱

をほりずさしそれを鉄にするには石炭がなければならない。 さらにその機臓を動かすには

石炭が必要になった。

1. 機械の発達は鉄と石炭を必要とするこk

_' 2.・機械がないと石炭が』まれないこと。

3. 機械を動かすには石炭が必要であること

4. 鉄鉱を鉄にするには石炭がいること、
5・ 機械を作るには鉄がし、ること

十二 「はえJはちるさくても 人をさしたりないたりしないから.i貰接人に苦痛を与

えることは少いけれども， rか」は人をき しまたな〈ので， その占星だけいえば「はえJ

よりもたしかにちるさくいやな筈虫です。夏の期間中入が 「か」のために仕事のじ申を

されることは大したものです，

1. rはえJはちるさい虫であること

人は「か」のために仕事のじ弔まをされる

3. rはえjはちるさいが「かJよりますきましだ

4. [かJはいやな筈虫である。

5. 夏は「か」のために仕事のはかどらない季節である

電話をおひきになりたいといろ皆さまの申込みは，すで降五O万もたまっていま

-21-
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すが，本年度の資金ではその二割jでさえもヮげがすこい状況です0・そこで電気通信省で

は，一本でも電話をふやす方法として，ー-AOO円でひけた電話を，西河から、四三00，

円にしたのですがp とれでも皆様の要求にはそえかねますので?やむを得子，今回新た

に設備費の{部を出していた.n.くことになりましT白、この方法によりまーしてもeいつ~.

Jも電話がひけるのでなく，工事上ざわりないこL町申込み順によるこ1となどはいまずも

と同じですが，電気通信省は「すぐひける電話」を目ざして努力じますからfお力ぞえ

ねがL、ます。

この広告はどんなことをしらせよ号と己たのですかe

1. 電話の税金品上ったということ

• 2. 電話をひく純金を上げたが， 申込みの全部をち竹つけるわけにはいかないこと

3. 新しく電話をひく人には設備費の一部を出Lてもらちことにした泣いろと左

'4. 電話をすぐひけるように努力してνるから，しばらくまってほlしいこと

5. 電話をひきたいという申込みは多いが費用がたりなくてとまっているといち ζ と

~十四 かれらは長い山脈のうねりを見つめた。 そのぎざぎざした連峯のかなたの深い夜:

をのぞいた。そこにはまず乏星がかすかにまたたいていた。 ーーしかし富士の姿はどこに

もない。その時一人の船員がきけんだ。 .

F ああ，~なたの自のつけ所が低〈過ぎますよ。もっと高い所をごらんなさい。もっと

高い所をj と。かれらは高〈高く笠のまん中近くまで自を上げた。 そのせつな おけ

ぼのの色で幻の連華のつぼみのようにろす〈染った偉大な山頂が民に入った。その壮観

に州問沈黙してしまったJ太陽の光線が地球の丸みを越え，騒い山阪を越え，一見
農家で越えて山頂に達すると，万年の雪は見る見る黄色に変わ'り白色に変わる。

1. あけぼのの富士の美しさ

2. あけ民のの富士山の演の大きいながめ

3. 富士山の頂の雪の美しき ・

4. 長い山脈の上にずっ.主高くそびえている富士のよ吊す.

_5. 富士山の雪の色の変化するながめ

、'

a十五新聞と日常生活の結びつきは緊密であり，文化国民広之って新聞は空気と水につ

ぐ生活上の必要物だといっ1i事・必ずしも不当ではあるまぶ。ゎ為われの知識や思考や h 
行動はしらず4しらずのうちに新聞によって影響されている。

1. 文化国民の生活には新聞は必要なもので， 人の考えや行劃はその影響をちげてい、、
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‘る1こと

2. 新聞がないと主活できないこと

3. 空気手水が生活b必要であると同じ意味'"{:.，j街路木必要であること“

4. 新聞はわれわれの生活を支配していること

5. 新開と日常生活とは深い関係があること

十六学校の規則その他いろいるな規則を自由の束縛であるとい号ものがまbる。汽事は

一定の線路のみを走り，一定の訳のみに止り，定められた時刻にのみ発車する。そこピ7

は髄な束縛がみる。われわれはその慨を自由に選び必要な駅に自由に下車してきと い

ろ・な時間民自由にめる。白自に走らなしからこそ自由に利用できるのずさ。

1. 規則はわれわれを束縛するものであること

2. 汽寧は定まった線路を走り t ~きまった時刻に走ったり止まったりし'"(， 人に自由

をあたえないこと

3. われわれの行動を勝手にさせないよ うな規則が，突はわれわれに自由をあたえて

L、るこ，と

4. 汽車はどこでもいつでも自由に走らないから自由にこれを利用ずることができる

こと

5. ほんとうの自由はなかなか得られるものでないこと

十七人聞はいつでも一歩でも進歩しようとしています。少しでも前進するところに人

生の楽しさがあります。ずされでも新しいものが好きですが， 新しくなろ号とするのは十

つの進歩にほかありません。その進歩はたゆまね心によって遂せられます。 たゆまぬ心

というのは，人聞をして仕事に熱中させ知らず知らずの間に一歩一歩と高い位置にみち

びいていく心です

1. 入聞はいつも進歩しようとしていること

2. 人生の楽しさは一歩一歩前進することにあるごと

・3. 新しくなろろ とするのは一つの進歩であること ¥ 、
4. 入閣の進歩はたゆまね心によって遼せられること

5. 人聞はだれでも新しいものが好きであるとと

十八電車の運転手.はいつも1信号に注意し責任をもって逮転に従薄しなければならな

'.い。友えちとの話に気をとられて事故を起こしたり， 不注意でふをひいたりすると法律

によって罰せられる。しかし多くの運転手は法律上の処罰を恐れてではなく， たどさん

の人命をあずカyる責任の重大きを感じて， 自らすすんで注意に注意を重ねいやしくもあ
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やまちが起こらなレように気をつけて電車を運転しているだろ 号。

律上の責任を道徳的に守っているのである。

1. 電車の運転手は注意しなければなあないといぢこと

2. 道徳上の責任と法律上の責任は悶じであるといちこと

3. 不注意で人をひくe.罰せられるといちこと

ι ー 人の命~t.大切で-あるということ

、5. 運転手は法律上の資伝だけでなζ，道徳上の責任屯守・っ℃いるといちこk
十}Lくきむらに足ぎなげすEしているとらあたりが死のよろに静まりふえっているのに
気がついた。夜め弓しみつ時のおもてに「真昼d魔が時J・といち沈黙のふしぎな時刻が

あると開いたことを思い出した。 この静かぎの中でじっとし七いると↑，者慈のかお'りに

治、らずとも染ま.ってしまち ように感じた。

1. くさむらに足をなげす王したときの快さのこと

¥ 2. ま夜中のくさむらのふしぎなi静かさのこ'と・

3.'-ま昼中のくきむらのふしぎな静かさのこと

4・ 若草のかおりがゐたりにただよったこころよいこ主

5. ま夜中の若草のかおりは特別であるとと

二十恩いやりといちものはL、わゆる同情とは少しちがう。同情といちのは不幸な者と

か弱者{I~i対して持つ感情であるが，恩いやりは之れに限らない。永幸な悲しみに対:じて

ばかりでなく ，幸速や喜びに対する向感をもふくむ。相手の立場になってみるこどので

きる心のゆとりである。

1. 同情も思いやりもともに大切で・ある

2. 思いやりの方が同情よりも広くて大きい
r 

3. 人として心のゆと りのあることが大切である

4. 同情の方が思いやりよりも広くて大きい

5・ 思いやりも同情も白じことである
.ト

ゐテストを@二

、 一ζや~はよゃを・ とびだしましたd づなが 。 〈び託 ついていました。ながし、

つなです。それを hみつけ'ておんどかがはじってきました。

こやぎは くびになにをつけて Iいましたか

1. がわL、L、〈ぴわ
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2. 'ち~、さなすず、

3. ながL、った 色 -
を

4. あかL、リボン ‘' 、、

5. <bおいくさ

ニボ:/，ボγ，ポン，とけいが ことのつ酔うちました。まきおは .ねど・こを大き

な民をぼちぼちさせています。あしたはいなかの おじぎんの ちちへ\，~く

ので，うれしくてねむれなレので寸。ぃ1{;，うとの .みちこほ となりで もう すや

すやとねをrっています。

いもらどは どうしていますか

1. うれしくてねむれません

2. いなかのおじさんのうちへいきました

3. とけいをきいています

4. ねどこで自宅Eぼちぼちさせています。

5' すやすやねむっています 4 

三川の上をすずしいかぜがわ?とウてきます。そらでは おほLさまがお

はなしでも しているよろにぴかぴか光っています。どこからか 「ほ与 ほろ

ーほたる こいjと，ほたるーを よぶ ーこまがきこえて きます5

ぴかぴか光っているのは伝にですか

1. }IIの水

2. すずしいかぜ

3. Iますこる

4. おほしさま

5. おつき?ざま

四 「まきお。 Jと よばれておとうさんのおへやへいきま した。おとろさんの

つくえの上.には しんぶんがありました。おとちさんム あさ.かぼ t幼;きを

かきつづけていらっしゃいます。

まきおがおへやにいったとき，おと弓さんはなにを己ていらっしゃいましたか

1. じんぷんをよんでいた

2. はがきをかいていた

3. 本をよんでいた

4. rまきお， Jと よん泥
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ら おへやでねていた

ヨi rみつばちさん，こんにちわ。 j

「ゃあ，ち孟ろち孟さん，こんにちは。J

「あなたはいつも はねをぶんぶんならしていそがしそろね。 J

「ぼくはからだの大きさに くらべてはねが小さいので，はやく 6対立を ち

どかさないと とべないんだよ。J

「まあ そうなの。わたしたちぽいじわるなものにみづからないように，大きな

l はねでそっと とよ:のよ。 J. 

ちょろ'1;，ょの 十対司は どちですか。

'1. からだの大きさにくらべて小さい

2. まっしろできれい泥

3. ぶんぶんいそがしそろだ

4. いじわるなものにみつからないようにそっととぶ

5. はねをはやくうどかしてとぷ

六まっ黒な空からたえまなく ふってくる 賓がまどの ところへ〈ると

電とろの光でまっ白に見えま、子。ちらちらと ?とのしそろに 11'/スでも・して

いるようですが，一つの雲だけを見ると思ったより はやく すーっ主 すいこ

まれるよろにおちてきます。

ふってくる警がまっ白に見えるのはなぜですか

1. 'Iっ蕪な空からふっているから

2. "Iどから昆るから

3. ちらちらとたのしぞろにふっているかる

4・ 一つの雪だけ見るから

5. 電とうの光にてらされるから

七 けさから 鼠が強くふきだした。教室にはほこりがはいってきて，やすみ時間ご与

にぬれぞろきんでつくえをふいた。

きょ引証入やすんだ。かぜをひかないよろにと 先生治、らち悔ろいがらった。 よく

ろがいをし Aうと，みんなで諮しあった。

先生のち櫓ろいはつぎのうちどれでしたか

1. 風が強くふいてきたこと

2. ぞうきんセつくえをふくよろに
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九っきみそろに ・明かるい川のど‘て

、 風も吹かないA しずかなタぐれずさ。

っきみそろが.，JlIぞこに

あざやかな色でしずんでいる。

どんなkころにつきみそろがさいていましたか。

1. }IIぞこ

2. はしのそば

3. タぐれの小道

4. 川のどて.

5. }IIの上にながれて

十大きいし宇もじと小さいし予もじで「よいしょJとおひつに移しました。 こんぎは. 

/ 
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、、

I入 ・ローいユノス現主のおとなりに住んでいられるアνγさ'んはお医者きんでじたが，今

はしごとをむすこさんにゆずって，毎日庭でばらの手入れをしたり， じずかなヘギで本

予を読ん?とりしています。

ぱらの手入れをしたり本を読んだりしている人はずされですか

1. アνヅきん j 

'.・. 

2. ローVYス先生のむすこ

3. アνγさんのむずこ

'，4. ローνゾス先生

S ァνエノさんの主なりの人

， 

大きなし弔もじだけでおひつに移しかけたとき，

はんが外へこぼれてしまいました。

「あれあれ」と いいながら母がきました。

しゃもじがかまのぶちにあたって， 、ご

、
「どあんね。こちゃっ示ことき ちょっとあたってしまったのよ。」・ ( . 

主いっておわiびしました。

こちゃったときといちのはどちしーたときですか0

. 1. rよいしょfとおひつにう勺したとき

2. ごはんが外へこぼれたとき

3. 大きなしゃもじttけで移しかけた乞き
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4. 大きいしゃもじk小さいしゃもじで移しかけたとき

5. し宇もじがかまのぶちにあたヮたとき

十一 この間まで菜の花と愛とで美しいおりもののようだった畠から，菜の花の黄色が

きえて い五めんにはれた海のような青い色がつづいている。 この山の上から見おろす

村のながめはほんとろに美しL、。

背い色がつづいているのはなんの色ですか。

， 1. 普い海が見える色

2. 畠や軍事阪の主主の色

3. 村の菅くしげつ?と木の色

4. 表の色

5. 空の普い色

十二 風向きでも天気を知ることができる。むかしは旗などで風向きを知ったが煙もよ

い目やすになる。浅間山ふきんでも痩が東になびくと騎，西になびくと雨といってい

る。しかし東風のときでも天気がわるくならないこと:d.ある。 つまりこの方z法在叡+は士高い雲
の引よけ払ω る紅…こ辻山とu凶治が枇印>t.:.1，た払Lい吋…、噌せ的…つ

、い、ると天気はつづくものである。

この文の仁二ごいなかに的ぎの怜どれをいれたらよ吋しょ号。

1.十北風

2.西風

3・東風

4. つよい風

5. よわ¥';風

十三春を待ちかねた心が鮮かな新芽の色を心ゆくばか込り見ま もるひまのないほど?速

に伸び育ち色を増してい《のが日本の新春であ為。 ところが，ヨーロツパの新緑はちょ

ろど時計の針を見まもるよろな感じを与える。新芽は育っているに遠レないし一月もた

てば変りもするが，けっして私どもの駒をちつ変化を示さない。

紅葉もまたそろである。八月にはもう黄ばんす三業がからから主音をさせている。しか

し つやのない黒ずんずさ緑はあ~":tJ'わらず陰うつに立っている。 そしていつ変るともな

く次第に色あせて弱hしい黄色に変っていく。 あらゆる落葉樹の薬か菅地になるまでの

糊，人の自を見はらせるFということがない。

時計の金1・を見るよろな感じとはどんなことです功、

-18ー
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1. 時計の針の動くように正確に時期をちがえずに緑となりまイこ紅葉となる、

2. 時計の針の動きを見るように緑や紅葉になっていく.ありさまがこまかくわがる

3. 時計の針の動くよろに緑や紅葉になっていく変化のしかたがはやい，

#4. 時計の針がわfかずつしか動いていないよろに緑や紅葉になっていく一変化が急マ

なくわずかの間ではわからない 、
5. 時計の針の進むよろに緑になり紅葉になるのが休みな4つづき心ゆ斗ばかりなが

めるひま:lJ;な心、 1・
1・，

十四悪い審物を読むことは，そのこと自身無益であるばかりでなく，悪い書物を読ん

でいるうちには，善いものと惑いものとを区別することができなくなってLまろ危険が

ある。ひとはただよりよいものを読むことによって，善いものと悪いも'のとを見分ける

眼を養ちことができるのであってその逆ではなL、。

その逆-e~tない 2二いろのはどんなことですか。

1・ よい書物とや.るい審物を見分ける眼を委主う lことが先に必要でその結果しぜゐK工よ

， い書物が選べるよろになるo

， 2. よい書物とわるい書物を見分ける限をもってさえいればわるい審物も危険でなじ、

3.》ヲるい審物ずさけを読む主 よい書物とわるい審物とを見分けるカがうかない

4・ よい書物とわるい書物とを見分ける眼をもっていればわるい書物もためにな高

• 5.‘たずさよい書物を読むとい号ことが必要であるのではな〈てよい審物とわるい審物

とを選ぶことのできる眼を養ちことの方が必要である。

十五皇太后さまのど葬儀の式場で私をもっとも感動させた光景は，白錦におおわれた

お稽のほの見えるお馬車のあとを. 天皇が徒歩で葬場量生へのま砂利の道をたどられるお

姿で，それは梅雨〈・1もりの空の下，豊島岡の周囲の摺々の緑でおおわれた風景のなか

で，しいんとしたうれいをただよわせた。 そのとき貞関皇后はたずさ母として万人とかわ

りなく，天皇もまた母を季語る'一大の息子のお姿であるよろに拝された。

天皇もまた母を，葬る一人の息乎のお姿である とはどんなことですか。

1. 天皇のお姿はたった一人の息子が母を務るときのよろにおいたわしかった

2. 天皇は母であられる貞明皇后を葬られるにふさわしいみなりをされていた

3. 天皇のお姿を拝すると世の常の人の母を葬るときの情とかわりがないようにみら

れた

4. 天皇の服装は世間の普通の息子が母を葬るときのようにきわめて・しっそであった

5. 母であられる貞明皇后をまEられる天皇のお姿はおいたわしかった
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十六 子どもをなくして悲しんでいる観たちにまだほかに幾人もお子さん脚あり琵か

らといって，その悲しみをなぐさめよろとするのはおろかヰことである。かれらにとっ

ては，なきわが子に代るべきものは他にないのである。その乎のなくなったことによ了

て残された心のち勺ろは，その子自身をもってするほかついにこれ含みたすよしもない

のでらる。

おろかたことである というわけは

1. その親には他に子どもが一人もないの琵から

2. 克ん7王子ほどよい子はないのttから

3・・死んf王子の代りになるのはその子以外にないのtf_から

4・ ロさき元けのなぐさめでは何粍もたらぬの廷から

5. 手どもの死を親が悲しむのはあたりまえのことttたら

十七 人間「のむにはたがいにくいちがつfこニ勺の感情がある。もちろんす王れでも他人の

不軍事に同情しず品、老はな、、。ところがその不幸をどちにがして切りぬけることができる

と，今度はこっちで何となく物Tこりないよろ字心持ちがする。 少しおおげさにいえばも

弓一度その人を同じ不幸にお 2三しいれてみたいような気にさえなる。

くいちがった二つの感情とはどんなことでですか。

1-. 自分の不幸に同情してもらいたいといろ心と他人を不幸にしてやりたいといろ心-2.・他人の不幸に同情しない心とその人をいつも不幸におとしいれてやりたいという

JI) 

3. 他人の不幸に同情する心と自分の不孝にも同情してもらたい心

4. 他人の不幸に関情する心とその人が不幸からぬけでることを妻ばぬ心

5L 他人の不幸に同情する心と何となく物たりなく恩ち心.

十八私は中学時代に「少年団Jといろ雑誌で，.眼鏡みがきを生活の仕事として研究に

一生をすごしたス匂ノザの伝記に心を、ひかれた記憶がある。 そろして今，それになろろ

として待っていた「日本」の記者になるすすめをうけてみると，記者というものが研究

などのできる職業とは恩われなくなって気おくれがし柁した。生活のための仕事な6記

者戸より眼鏡みがきの方がましだと患ったのは職人を祖先にもった彩、の早くからの考え方

であった。 rまだ早いJrもろこれでいい」といろまで石にかじりついてももっと自分

をこしらえ上げたい。 rことわっていまのような生活をいつまでもつづける気か。ばか、崎 、
な。」といろ気が心のかたずみに くすぶってい，ながらも， 勇気をふるいおこして，自の
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読に現われた安楽椅子をよそおった鼠落しをげとばそちと努力した。

勇気といろのはどんな勇気ですか。

1. 生活め苦労とたたかっていく勇気のこと

2. 記者になってー蒋の満足や生活の安楽を求める心にうちかち， もっと向上しよう

とする勇気のこと

3. 記者になるこ、とに気おくれが出てきたが， そんな弱い'心を寸てて待ちに待つお希

望を達しようとする男気のこと

4. 研究と職業とは両方同時に満足させることは困難であるから， どちらかの希望を

ずでよろとする勇気のこと

‘ 5. スピノザのよちに生活のための仕事にたずさわりながら，一方で研究をつづhて
いこうとすみ勇気のこと

十九審物に対しては発見的に読むことが大切である。 発見的に読むには読者が自分自

身に何か問題をもって書物に対しなければならない。 そうして自分でたえず考えながら， 
読むよ引!こしなければならない。 読書はその場合著者と自分との対話になる。この対話

のうちに読書の莫の楽しみが見出されなくてはならない。 自分で考えることをしない

iで，著者に代って考えてもらうために読書するといちのはよくない。

著者と自分との対話 とほどんなことですか

1. 著者と読者が諮をするとと

"' 、2. 著者の話すことを自分がきいてそれを自分のものにすること
3. 読書の真の楽しみを得ょうとして著者の語ることに耳をかたむけること

4. その本をかいた著者の世界に入りこんで著者の話すのeをきくこと

5. 自分のもっている問題を解決するために書物の中で疑問を若者に問えば人主主者も

それに答えてくれることになること

二十 何もかも 「切りかえJなければならんといって， 日本に芽生えて育つはず・の文化

をすて去ってしまちと， 日本の古い立場といちものが失われてしまち。物質的なも'めが

候ろびるのはまだしも γ 日本人の物ごとに対するねばりの強さがほろびてしまうのはお

そろしい。大切なととは今現にもっているもの， ‘祖先の残してくれたもののf手入れ」で

ある。伝統をすで去らずにそれを新時代に適合するよろに工夫し改造し合狸化し建て増

していくいき方である。着物のほころびはつぎをあてて役立?とせよち。 つぎはぎだらけ-

w の文化こそ本当に身についた学問文化である。 r庭の手入れJ r着物の手入れJr文章，
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、
に手を入れる主など『手を入れるJといろ言葉を祖先が残してくれたことに騎射し軽

々しい F切りかえ」でなく，じみな自立たない「手入れjで田本をたてなおそろ。

是非開文化の手入れ とはどんなことですか。

1. 祖先から伝わっているものに手を加え，新しい時代にあ町よろに合理化していヌ

iこ、と

2・、今現にもっているもの，組先が残じてくれたものを少しもきずっけずに大切に係

存してい・くこと

3・ 気持さえしっかりしていれば，物質的なもdはほろびでもよいから，新しいもの
に切りかえていくこと

4. 驚者や庭や文章などをよいものにつくり上げてい〈こと

5. 新しい学問，文化を身につけてい〈こと

テストその三

一れんげのはながきいた。あの うえでを安どとをしたいな。そしてこ

ろんで あそびたいなあ。

このおはなしをかいた こどもはどんなきもちでしょろ。

1. いろいろのはながきいて きれいだ

2・ れんげのはながきき とてもうれしい

3. ままごとをしていて ころんでいたかった

4. おともだちとままごとがしたい

5. いつまでもあそんでいたい

弓からすが にくを くわえてきのえ光にとまっていた。そこへきつねが

きて， rからすさん あなたのはねはぎれいだこと。き?っと あなたの こえも

Jよいでし孟ちね。」といった。からすがいばって「かあJひとこえ なくと，くわい

ていた・にくがしたにおちて，きつねに とられて しまった。

この ・ぉtきなしは どちいちことをわたくしたちにおしえよているでLよろ。. 

1. に〈やたべものはずまいじにしなければならない

2. からすのよ号に いいこえがずさせるとよい

3. きつねのよろに ひとのものを2ニつてはいけ怠い

4. ¥，、L、きになっていばる:1:，からすみずこいにしくじる

5. きつねはずるいi
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三おにわのもみの木はからずさが大きく せがたかい。ふゆも はをちらさ

ずみどりのふくをきている。むしがついてもかれず，かぜにふかれても 、

ゆれながらへいきでのびている。 もみの木は じよろぶだなあ。

， なぜ もみの木にかんしんしだいるでしょろ

1. せがたかいから

2. ふゆもはをちらさないから ノ

3. むしがついてもかれなL、から

4. かぜにふかれてもへいきだから

• 
与. じよろぷ1i.から

四千つばめたちがそだってすから、 とぴたつ日がきま した。もう くちぼし

もきいろく ありません。そらのはれた五月の あきです。子つばめたちは

みんなあたらしい白いちょっきに くろいがいとうで ちれしそうです。おや

つばめが さきにたって とぶと，子つばめたちもぱっと とびだしました。

おやつばめはどんなきもちでしょう

1. 子つばめはかわいいなあ

2. 子つばめもよろやくひとりでとベる'よろになってちれしいなあ

3. みんなでなかよくおそぼろよ

4. こんどは子つばめがはたらいてγ わたしがらくをするばんだよ

5. 子つぱめのあたらしいちょっきがきれいだなあ

五まさおは芳生から木をかりて大よろこびでした。ところがよなかにあ

めがλ、って，本はび・しょびトょにぬれました。まさおは こまって しまいました

が，あたらしいのをかつてかえずおかねがありません。まさおは先生にあ

やまりましTニ。 そし1=三日のあひだにわの草をかったり，まきをわったりし

て はたらきました。

先生はまきおのことを どう おもったでしょろ。

1・vんぼうできのどくtl.
2. かんしんな干吃

3. ょくはたらく子五

4. 木をぬらしてこまった子だ

5. (さとりやさきわりのじようずな子ずさ

、

六 おやすずめは子すずめをだきしめました。 こえをしぼってよびたてま した。三ども

ー お ー

L 



凹どもよぴたて1.した。 Yi.}t'~六Pも名女、ょザたでましたb けれども子すずめはワばさ

を主主fがしませんで」た。目はふた今一みもと lうt，さきり， 足1芋旬ぢんで会そなかにぴった可
ー

よっていました。

Hああ どうしよう。なんとしよい」

おやすずめはどんなきもちでしょう。

1. 予すずめをなんとかしてたすけてやりたい

2. ねlまうの子すずめだから はやく自をさませてやゐち ・

3. かわいい子すずめだから だきLめてやりたい

4. 子すずめはうんぼなのか みみがとお〈て三まってし空った。

5. 存んていう ζミをきかない手キずめ~こを

七 なつかしい家なつかしい村どおりです。

ムかあざんにたべさせたいとおもってうえたおいもは もうみてやるとともできませ

ん。しばら'(..してわたしはなきながら，村はずれのとちl子道をのぼってゆきました。あ

Lぐに〈とだれにも;bいません。村ふをりかえるたび 家が小さく小さ〈なっτゆきます。

この文をつ〈った人ほどんなきもちでしょう

L よろや〈なつかしい村にかえってきた

2. おかあさんをさがしにでたけれど みつからずさびしい

3. とろげの上から村を見おろしたら，家が小きくならんできれいだった。

4. おいもが大きくなったから，おかあさんにすこベきやてやーったい

5. おかあさんやすみなれた村とわかれるのがかなしい

λhよいよ じの地ともお別れだ。なごりおしい気がする。 みんなで後しまつにかか

る。・草むらにすてられたあきかんやかみ〈ずなどが集められる。一つ一つにキヤゾプの

思い出がこめられているのだ。みんなでねづしんにはたらいた。後、しまつはキヤYプの

礼ぎだ。

後しまつをしている気もちほどんなです治、

L あとをきれいにしてかえろろ

I 2， あきかんやかみくずをむだにしてはいけない

3・ こんなところにあきかんやかみくずたずτて(~'いけなト、

4 .こんなにたくきんすてたかと恩号とびっくりする

与ェ ーあきカJメレ.ぞかみ~f住者tセ》ずの恩句、出だから大初F与えろ



九へYリーは縫の時計をなおしてやっても お金をとらなかった。 rヘユ〆リーのとこ

ろへ行くと，ただで時計がなおしてもらえるJというので， しまいには遠くの村からも

たのみにくるよろにな，った。「へνリー 少しでもお金をとってもらわないとこまるよoJ.

hいう人があると， にこにこして答えるのだった。

「おじさん，ぼくはこの時計でおもしろくあそばせてもらったのだから，ぼくのほろか

らお私をあげたいくらいですよ。」

へそPーはどんだ気持なのでしょい

1. 枇の中のためにつくそう

2. 時計をなおしてお金をもうけよう

3. ぼくは時計屋でないから お金はL、らない

4. ただ時計をなおすのがおもしろくて ほかのよくはない

5. 時計をなおすことが上手になって 早くよい時計屋になりたL、

十 山林は私たちの生活にふかし、関係があります。山林をりっぱにそだてあげるととは

私たちが生活をゆたかEこすることになります。毎年制乍物に害をあたえる水害も山林を

そt!.てることでふせげるといわれています。 デ YマルFも楠林により世界一流の漫業国

になったのです。

この文はどうい・ことをいっているのでしょー号。

1・ 山林は私たちの生活にふかい関係料ある

2. 水害は山林をそだてることによってよ、せげる

3. デ ";/-<TJレP(t..棟林によってさかんになった

4・ 山林をそだてることは大切なことだ

5. 農業国になるには山林をそ?とてなければいけない

寸τーある王さまのところに莱つぶを空になげてはそれを針のめどにくぐらせるとい号

名人があらわれたc いよいよ演技がおわると， どろかたくきんのごほうびをいたt!..きた

いとおねだりしたことはもちろんでおる。すると玉さまはただ「粟二三升あげようc こ

れ寸むつかしい授はたえず練習しないとわすれられてしまちからな。 j とし、われたき

りだった。 めずらしい演技をみた王さまはどんなことを感じたのでしょ円。

1. めずらしいことだからもっと練習させて，ますます上手にさせてやろh

2. こんなことばかり上手でも大してじまんにならない

3. 名人にたくさんのほろびをやろろ
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'4.ゐそんな乙とは少しもおもしるくない

5. 乙のめすごらしい授の持主を家来iじしたい

?十二 正確な時計ができてずいぶん便利になった。時計に工つで汽車にもま:ちカZいなく、
のれる、し， 会合にもおくれないで出席できる。じかしE確な時間を知ってもそれを守ろ

うとする人が案外少ないの‘伶おかしいこ乏でらる。むかしは様守地上にたてて影をろっ

しだす日時計や71<.や砂の時計を使った。 これでは時聞がこまかくE確にわからずこまっ

たこと泥ろうと，思うが，正路な時計ができた今日でも むかしの大と同じ不便を感ずる

ときがあるのはどろしでだ'ろう。

この文はどちいちことをいっているのでしょう。

'1. むかしにくらべると散の中はずいぶぉ便利になった

2. 時計の進歩はすばらしいものである。

3. 1F.緩な時計ができてもそう'便利ではない。

4. 時間はよくまもらなけれぼいけない

5. 行かじの人怯豆満な時計がなくてこまったろう

... 

/ 

" 

十三 井オナガザ、Jレは年をとって自が弱くなってきました。が人間たちの話によるとp

'その不幸はさほど?といしたことではなく， めがねきどか~iればいいとい うこ主でした。

，そとでナ〉レは半ダースほどのめがねな手に入れました。、そしてそれをいろいろいじ叩ま

わし，あたまのてっぺんへおしつけたりかいでみたりなめてすたりしました。が，どう

やってみてもめがねはなんの役もしませぷでした。ー「ちえっ， 畜生め !Jとサノレは申し

ました。
，・‘

「人間のいいかげんなでたらめなどきいているや吋主ばかなんだ。 めがねがどちのこ

ろの1って うそばかりつきやがって。そんなもの，髪の毛一本の役もするもんか。リ オ

ナガザllA伐そこでいまいま しぎとロおしさ虫、ら，カまかせに診がねを石へ技げつけまし 沼

た。めがねはこなみじんになってlちかちかと光っ.'1とだけでした。

との話はギんなことをいおろとしているのですか。

、1. 自のカヵ:弱っても'めがねをかければIい ‘ .¥ 

2. 人間ぬいいかげんのことiまかりいうものずさ

3. 人間1とサノレはやはりちがう・

4. ，まかなものは，自分の誤りがわ守からな〈て他r人を悪ぐいろ

5. サノレでもすさまされれば腹をたてる
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r 
十四 いわゆる頭のいい人~~\、わば足の王子い旅人のよう、なものであるよ 人より先に人の

まだ行かない所へ行きつくとともできるかわりに，途中の道ばたあるいはちょっとした， 、
わき道にある大事なものを見落すおそれが為る。頭の懇い人，足ののろい人がずっとあ

乞からおくれてきて，わけもたくその大事なたからを拾って行〈場合がらるャ

この交はどんなことをいわろとしたのですか。

1. いわゆる頭のいい人の方がL、レ

2. いわゆる頭の惑い人の方がいい

3. 頭の悪い人はのろいが，注意して進むから大事なことは見失わない

4. 頭のいい人特大事なととを見落L.て失敗をとりかえすものである

5. 頭のいい入はちょっとしたことで大事なことを:見失いやすいから気をつけるがよ

L、

十五 ひとりひとりの人間は世の中全体から見ればどんなに小さなものであっaても，み

んなそれぞれかけがえのないねうちを持っています。それぞれ?人j"1が他人の自由をお
かきないかぎり，自由にものを考え，自由にその考えを述べ， 自由に行動することに対

しては，だれでも勝手Eここれをおさえふみつけることは許されません。 f

この文はどんなことをいっているのですか。

1. 人は自由に行動しなければいけないということ

2. ひとりひとりの人聞を尊重しなければいけなMといろこと， 
3モ ひとりひとりの人聞の権利をおかしてはいけない之いうこと

4.. ひとりひ之りの人聞は討会のためにつくさなければL、けないとL、うこと

5. 入の考えをおさえるのはいけないという こと

、、

十六 イそりスのことわざに，馬を水にひき入れることはできるが馬に水をのませるこ

とはできFたいといろのがああ。 それh~馬を水にひきずり こむことはカの強いものならず乏

れでもできるけれども，馬が7]<.を飲むとb、うのは馬が自分の心によって飲むのでなけれ " . 

ばできないことで為って，ポγプで水を馬の口につぎこん告も， それは7J<が馬o9渡に入

った!とはいえても馬が水を飲ん起ことにはならな心。 人についても同じととがL、われ

る。しかるにわれわれは自分の腹に7]<.がポヅプでつぎこま。れわのにもかかわらず.7J<.を

飲んだ，飲んだといっている事例はないだろろか。

との文はどんなことをい'っているのですか。

]. 人は馬の自由をうばうことはできない
、
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2. 自分が自由に選んでやったことでなけれ4ま意義がなL:

3. 人は)Jの強いものにしいられると皇室みもしたいことをやるものだ

4. 人は他の動物とちがって自由をうばわれることがな¥，"・

5. なに事も他からLいられてやるこ之は苦しいこと先 ‘

t 十七 同じ覆類の動物でも個性がそれぞれちがうことは，動物を自分で手がけて飼育し

元ものでないと実際にはわからない。多くの人ft.動物の個性など七んで考えられないも

φと頭からきめてかかる。なるほどおる種類には共通しk一般の性質はたしかに見られ

る。zしかlみその反面'lCはそのものに特有の性質が認められることは，程度の違いこそあ

れ人簡における主同様で司ある。

ごの人はピλ，なことを¥"っているのですか。

1. 動物を飼育す25とその動物の性質がよくわかる

一2..動物にはその種類に禁通した性質がある

'3. 動物にも特若の個性がみなそなわってい石

4・ 動物には偲性のちがいなどは認められない J ヘ

5. 人は動物κ個性のあることなど考えない

十人 ずこ1った今，自分の家の前の窓の下に起った事件I? それをみていた綬入かにきく

と，一人一人のいちことがみんなちがっていたので， 歴史の筆を按じてなげい?と歴史家

があったというが，現に目の前に起ったことさえィ 心はその持主を具にするままに，ぃ

/わゆる「心ごころ」にそれをうけとるのである。現に自でみていることを心はしらぬ援

寸三、すごしたり，見もしないものを見たかのように思ったりするものであるJ

この文はどんなことをいっているのですか。

1. 歴史はかくのはむずかし\，~ と療史家がなげい宅いたこと

2. 人の心持はそれぞれちがうものであること

3. 物事は人によってそれぞれ見方や解しゃくが異うて〈ること

4 ・人の心はずいぶん気ままのものであること

5. 同心一人の人間でもその時によって突さいに見ないこ之、を見たかのようlに思うこ

ともあるからあてにならぬこと

十九花の色が虫をよぶためにあるとわかったならば，空気l;t.生き物化吸われるた占うに

容在しているといってよさそろだが，ま さかそんなわけではあるまい。 自主?につごうの

よい一定の目的に従って物事が存在すると考えJたのでは，病気などはどうしたって説明
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ができなくなる。まさか人を苦じあたち殺十字こ~~為るとはいえ松いだろφ号。

/との文vl.-どツむなことをいづているるでずか4

1. とかく人間は自分につごうのよいようなことばかり考えやすい

2. ずべての物峯は人聞を幸福v:::_':するtdうに存在していy!;

3. 空気は何のためにこの世の中にあるのかわからない

4. ある目的に~わせるようにばかり物事を考えeると誤りが生じる

5. I 空気は何のためにこのt止の中にあるのかわからなわ l

二十 私のこれまでに自然に対する態度はあくまでも動的であって.jとえず動いてこち

らから求めなければやまなかったのであるが，奇妙院もこんどは沈れる水や/11向ころの / 

柳の林ゃ，ただよ号室のゆくえを見ることだけで， そこに無限の情趣がぐまれるよちな

気がするようになった。

この文ははどんなことをいっているのですか。

-J.. 前には自然の美しさを自分からさがし求めたのであるが， こん乞はただ見ている

だけでその深い味わいがわかるようになった。

2. 前には自然の美しさなどわからなかったが， こんどは手にとるようねはっきりわ

かるよ'ろになった

3. 流れる7.1<.ゃJII向こうの柳の林や雲のゆくえをみていると奇妙な賓がしてくる ¥

4. 前にはたえず動いているものを追いかけていたが， こんどは静止してい'る沿のを

じっと見ていられるよろな落管きができた

5. 息然の美しさは人の心のもちょうで変っていく ものだ

3.3.2 第一次予備テスト

テストの実施

日時昭和初年7月11-14日ー
}:. ピ、

場所新潟市 上所小学校

中蒲原郡 曾野木小学校

新潟市 ;舟栄中是非校

横越中学校 . 
中蒲原郡

被験者小学校 2・3・4・5・6年各学年約 100名

中学校 1・2，3年各学年時ry100名 r
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所員が各学校にでないて.テスト引笑胞の方法についてこまかい打合わせを

やし 笑施は各学校にまかせた口実施には，つぎのこ tに特に沌意してもらっ

?こ。

・第1日目iこ，テストそのー・ニ，第2日自に テヌiTj、その三 をやること

・時間は 第 1t:I目は第一「持限と第二時限

第 2臼目は第一時限tこやること。

-検査場は平素の気分で十分笑7Jの発揮できる場所主して，いつもの敬家主?っ

古、うこと 0

・2十時はE確にやるこ と。

・読めない字は教えてやってもよし、o -rこ忙し ・字句 ・f1J諾を説明し7こり， 女1:t

~読んでやった り ， その他解答に暗示を与えるようなことはやらないこ è 0 • 

なお つぎの各項について調査しまに意見を求めfこ。

・所要検査時間

-文字・語い ・諮らjの適否

・理解度……I:JJ題の?ごしか?こがまぎらわしくて誤解をかこしやすい点がないか

.その他についての教師の意見

・検査後の被験者の感想

答案の処理は一切研究所でやっ?ニ。
/ 

E 結果とその考察

得点の傾向を廟観するfこめに，各学年の正答数とその平均をみる を第3.3去

のとおりでめる。

3年
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正答数 663 :l:ドtjその三一一一一一 一
平均 2.01 3.71 4.71 5.7 7:0 

正答数 563 

守主十三
3.037 

計
平均 5.7 27.3 31.3 

官の前学年との差i
、 . ¥ +叫~3.81 . + 3.~ + 3.2¥ 

難易度 各問題tこ対する学年毎のiF.答E停を知れば、よいo ti'c R.4去 は

それをめらわす。 第3.5~えは 学年をグルーピングして，小学校 2年3・4年

5 ! 6年中学校1・2・，3年どkの正答率をめらわしにものでゐる。なおこれ

らの表は つぎの安当性の検定主も闘述l.て，下位学年t上位学年との差もめ

らわしてゐる。

妥当性 各問題に対する正答率が下位学年と上位学年との間iこ有意の

差があるかEうかiこよって検定し?こ。 その結巣は第3.4表第3.5表の・とおりで

ある。有意性の検定の方法については第6$:にのべる。(表中×は危険率5%

XXIま1%で有意の葎のみとめられる意以下おなじ)

/ 
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第3.4表 (1) 各学年の正答率とそり差
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司
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|小 21 14.2 
31 36.01+ 21.8>< x 
41 31.01-5.0 

四13332ltaOXX||亙
中 11印.61
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31 61十 7.3

|小 21 9.21 
31 27.01+ 17.8x x 
41 35.01+ 8.0 

七lii;571130
中 11 臼.51
21 58.81+ 4.3 
31 69.51+ 10.7 

|小21 . ~.11 
31 25.01 + 21.9 x x 
41 20.01-5.0 
一1 5ソ 30.01+10.0 
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1.0 
5.01+ 4.1 x 
19.01+ 14.0 x x 
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小2101 - 小2' -of 
330|寸3.0 11. 1 3， 1.01 + 1.0 
き ~'91 +?'9 11 _ 1 ~i • ~'91 -: ~'9 

大J ・ 61 9.1.十1・1・ 06iI8.1 +5・1
中 11 15.1 中 11 15.1 
229.9+14.8x23;i 16.8 十 1.7
31 22.8: -7.1 11 I 3; 13.31 -3.5 

L__ー

I 

第3.4表 (2) 各学年のE答率とその差 くテストそのニコ

問題|学年ド答率I~ 宮室 11閉科学年同率I~ 号室 11問題:学年ÞE答率I ~ ま芸
小 2 36.7 小 2 小 2 22.4 

+43.6 ↓× 3 55.0 +18.3 x 3 ， 1 3 66.0 
4 59.0 +4.0 4 5o.ol 0 4 50.0 -16.6 x 

一
5 66..4 +7.4 一 5 661十16.5 X _ 1 5 + 8.5 
6 82.0 千15.6 × 6 ニ 6 十16.5 x 
中 1 82.6 中 1 75.5 中 1 59.1 
2 84.9 十2.3 2 81-1十5.6 2 82.1 十23.0 x x 
3， 90.4 ト5.5 3 84.71十;J.6 3 88.5 + 6.4 

小 2 38.7 小 2 22.4 ノj、2 16.3 
3 59.0 +20.3 × 3 30.0 + 7.6 3 35.0 +18.7 X X 
4 62.0 十3.0 4 34.0 + 4.0 4 白;;6.0+ 1.0 
5 78.3 +16.3 》ι 玄 5 50.6 +16.6 XII _ノL、'5 6 5693.JO 5 '+23.5 X X 83.0 + 4.7 6 60.0 + 9.4 十 3.5，1
87.7 中 1 58.1 中 1 72.4 
92.4 十4.6 21 '65.1 + 7.0 2 84:9 十12.5 x 
91'.4 -1・0 3 64.7 -0.4 3 83.8 -1.1 

小 2 14.2 
， 

3 42.0 +27.8 x x 31 34.01 +23:8 x x 22.0 十20.0 x x 
4 53.0 +11.0 41.必.01+12.0 ・ 26.0 + 4.0 

七
5 59.5 +6.5 x 51 55.51 + 8.5 

ブL
27.5 + .1.5 

中争1 
71.0 +11.5 ¥ .A 1 61 79:ol-l-23:5 x x '36.0 + 8.5 
68.3 中 主 72.41' 中 42.8
2 85.8 +17.5 x x 21 8O.1]+ 7.7 35.8 -7.0 
3 88.5 +2.7' 31 87.61+ 7.5 42.8 十 7.0

小 21 6.1 小 2

'F 2 222由1442801244 4 Ae& 1問自M 1 

23.0十16.9x x 3 3、 十 2.0
17.01-6.0 4 15.0i -1 12.0 × 41 '8.01+ 6.0 x 

- I 51 20.21+3.2 
-中，e5 1 

16.1 十 1.91 5[ 10.11+ 2.1 
25.0 + 8. 61 24.0l+ I3.9 x 
20.4 中 1

+7.7 2 25.5 + 5.1 2 十 3.1
一5:5 3 32.3 + 6.8 31 29.6i十 5.1

ノj、2 ィ、 2 。

1 
3 3 7.0 + 7.0 + 6.0 
4 11.01+5.0 4 8.9 + 1.0 4 十 7.0

一 口v 24.十13.2 XII -ー 5 18.1 +10.1 X 11 - 1 51 19.11+ 6.1 ト

一 ー6 27.0:+2:8 四 6 18.1 一‘0.1 五包ー 3.0
中 1 22. 中 1 16.3 中 1
2 33.0:+10.6 21.. '14.1 - 2;2 2 +167 .1 
3 32.31-0.7 3 lCl.4 -3.7 31 44.7[+17.4 x 
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問題陣司正答率|望号室 11問題|学年l正解1T ま 2 11問題陣取答率I~ 君主
小 21 0 小 21 0 小 21 01 
31 4.01+ 4・o 11 rJ' 31 3.01+3.0 11 I'J' 31 4.0!+4.0 
4.11 1.01-3.0 " 1 41 7.01 +4.0 " 1 4:1 ~.Ol-!.O 

六 61 22.01 + 10.9 x 七 61 26.01 +4.8 入 61 6.01-2.1 
中 11 31.6 中 11 29.5 中1.1 24.4 
21 35.81 + 4.2 11 1 21 14斗 -15.4 x 11 1 21 l3.21-11.2 x 
31 43.81 + 8.2 11 1 317.11+3.0 11 1 31 13.31+0.1 

小 ~I 01 11 IrJ、 。
31 3.01+ 3.0 11 1 31 0 ‘ 
41 6.01+ 3.0 11 ，1 41 2.01+2.0 ・納

- 1 51 22.21+ 16.2 x x 三 9.11+7.1 x 
7L 1 6 、29.01+ 6.8 11 0 1 61 19.01 "1-9.9 x 
中 11 30.6 中 15.3
21 43.41+ 12.8 11 1 21 32.1十16.8
31 26.61-16.8 x 11 1 31 52，31+20.2 x . 

第 34表 (3) 各学年の正答率、とその差 くテストその三〉

問題;学年ド答率I~ 号室 l問題|学年|正解I ~ 宮室、l問題|学年~答率ly 号室

r i zil;21 

t 
小 2 12.2 小 2 44.7 
.，・ 3 15.0 +2.8 3 45.0 +0.3 
4 18.1 十3.1 4 47.4 +2.4 

一 5 41.01+22.1 X X 5 36.0 -0.4 
- 1 61 48.41+8.4 一 6 一 6 49.5 +13.5 
¥ 中 1 中 1 51. 中 1
ー.21 28:9: -2.1 2 57.9:+6.9' 2 55.11-0.9 
31 36.9~ -8.0 3 62.11+2.2 3 65.01+4.9 

ィ、 2 ィ、 2 20.4 "J、2 34.6 
3 

23557888970RE2q1LLL8 1一Dd1 J訓刻副q ! + L 6 

3 47;0 +26.6 X x 3 48.0 +13.4 
4 +11.0 4 16.0 -1.0 4 63.0 +15.0 × 

四
5 +8.0 5 

ム，、 5 、67.0+4.0 
6 +15.7 X 五 6 65.ー2.4 6 80.8 +13.8 × 
中 1 中 1 74. 中 1 80.0 
2 +1.1 2 72.91- 1.1 2 84:1 十4.1
3 一1.6 3 82.5:+ 9.6 3 90.3 +6.2 

xll' 

川 Z31 
小 2 2.0 

24.01+14.8 3! 30.3;-1・16.7 x 3 12.0 十10.0 xl 
27.01+3.0 41 31:01+ 1.0 4 20.0 十8.0

七 36.01+9.0
^ 
51 22.01-9.0 

九
5 、22:0+2.0 

61 28.2!+ 6.2 6 .44.4 +22.4 x X 
中 11. 中 1 54.0 

+9.5 21 31.71+0.7 2 68.2 +16.2 x 
+2.5 31 54.41+22.7 X X 3 64.1 -4.1 
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問題|学年|正解I rr ま引問題岡正答率~法皇 抑制学年|正答率!?君主
IJ、2 ノj、2 小 2
3 3 2.0:+1.0 3 

1113盟35Z054132」訓m0訓2 訓a 4 1 +80 

X 

4 +2.0 
4 5 6 
19d+17.o xx 4 +6.0 

一 5 -1.0 一 16.0 -3.0 一 5 I 14.01-2.0 
'0 6 -6.9 一 10.1 -5.9 6 +17.2 X 

中 i 中 1 16.0 中 l
2 +4.8 2 19.6 -3.6 2 +4.6 
3 十0.6 3j 22.3 十2.7 '3 +18.8 x 

小 2 3.1 IJ、2 1.0 
3 11.0 +7.9 × 3 5.0 +4.0 10.0 -1 10.0 x 
4 

4 6 5 
16.0 +11..0 × 18.0 +8.0 

一 5 +4.0 一 39.0 +23.0 x x 一 5 24.0 +6.0 
一 6 +9.8 四 21.2 -17.8 ×玄 6 23.2 -0.8 
巾 1 中 1 25.0 中 1 24.0 
2 +15.6 × 2 38.3 +13.3 × 2 28.0 +4.0 
3 55.3 +6.7 31 • 日.2+19.9 x 3 45.6 +17.6 )( 

' 
tl、2 01 ノj、2 。 ノj、2 。
3 4.0 +4.0 3 6.0 十6.0 3 4.0 十4.0
4 12.0 +8.0 4 13.0 +7.0 4 5.0 +1.0 

4ト

× 

一 5 19.0 +7.0 一 5 14.0 +1.0 一 5 11.0 +6.0 
ーノ』、 6 21.2 +2.2 七 6 19.1 +5.1 71.. 6 13.1 +2:J. 
中 1 16.0 中 1 22.0 中 1 17.0 
2 21・5l+5.5 2 24.3 +2.3 2 34.1 +17.5 〉生
3 32.01+10.5 3 35刊+11.6 31 30.0 -4.1 

小 2 ノj、2 。
3 3 1.0 十1.0 P 

4 +5.0 4 2.0 +1.0 ， . 
一 5 +4.0 一 5 10.0 +8.0 x 

、
9・

九 6 +0.1 。6 22.0 +12.0 1 ， 

中 1 中 1 15.0 n.・

2 -0.8 2 24.3 +9.3 
3 +8.7 3 43.6 +19.3 × 

/ 

‘、・

第35表 (1)

グノV ーピングした学年の正答率と他とり比較 くそのー〉
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11.2 IJト2 3.1 
10.51-0:7 3:4 2504..8511 +17.4 

九 5.6 十34.3 x x 

中1.2.3 

1.01' 小 2
8.0 +7.0 × 3.4 x 
35.1 +27.0 x x 一 5.6 1.1 

中
60.1 1.2.3 31.9 

" 1.0 
14.0 +13.0 
16.6 +2.6 l二 15.61 1~.51+ 9.0 x x 

21.5 
11 

H、2/
x 
x x 

¥ 

x x 

小 2

十20.4x.x 五
35 .• 4 6 
56.31+24.3 

中
62.8 

tj4預~11 ，1¥ It~!1 自恥
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第35表.(3) 
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以半の衰のうちで安当性のはっきり認められるものが第二次予備テス干の問

聞にえらばれfこ。 どの問題がとりめげら作?こかは iii第二次予備テス ト問題

，の構成を参照

遁応性適応性をさめる一つの基準主して問題の選別カを考えるこ kができ

る。選別力のゐる問題tいうのは上位群下位群分析ーによってみることができ

る。つま b学力のある被験者(上位群)のうち，その問題について正答しに剥、
合し学力の劣っている被験者 f下位群)のそれとを比較して，前者が高く後

者t>低(，.しかも両者の聞に有意の差がみられれば・，その問題ほ選別カがめる
P 

、といえる。

安当性がめ t.しかもつき:-Iこのべる選択肢の反応分析の結果がらみても適当

主恩わIれる問題について，ート‘位群下ff群分析をおこな:je第 3.6.表の去るにな

る。

有意性の検定の方法については第6書室長のべる。 戸、
ニ 4'8'ムー



/ 

〆
1‘ f 

第3.6表 上位群下位群分析表

問題|吋上位費|下位司平均I
pI-P2

r、、 2 24 24l n4142
‘ 

そ 五
4 64 20; 34.0 背

の 6 92 

一 9 92 
、J

36; 64.7，1':6 X X 

。

212川七
B18900 2 
0 

28 
52 XX  

68 X 

四
<J 

2 16 4 
10.0O21EE5田12 
2 

^ 
4 68 12 46.0:56 x x 
6 100 48 79.0'52 X X 

9 9 96 64 87.632 X 

2 

豆 |
4 
6 竜一- 161 24.0 一

16i 29.6i3
'
2 x 

--，一一ー一一一
4 

九| ~l 
48 
88 
84 

'2 。
41721433

担

P6 

8 -
介ー 4 8 

一 6 44 91 48 161 32.332 x 

4 。'1.0 4 
20 。9.0 20 × 
60 16 32.3 44 x X 
100 48 75.2 52 x x' A 

。
一 4 
中

ノ、 4 場x16 43.8:60 x X 

2 。。
3議71pox : xf 

4 20 。
七| 6 36 4 
9 68 8 

2 。
一 4 12 41 6.01 8 -
7L 6 36 281 29 
9 52 .281 

' 
26. 

65

司匂

41

935a697qm陛

2

x 

5 
X 

ki 

80 
100 
961 

fそ、 l

ー

56 現活
4
濁

8
先
49P36 
4 

44 
の 68 32 X 

52 28 
、ノ

‘4 

一 一 24 18.11- 16 
16 36 .. 3'44 x X 

96， 24 62.172 x x 

16 

四
32i 50.0 44 x x 

56.7831. .7 24 
601 81.5 16

、

、
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第、3.7表 (1) 選オ択肢む ‘反応分析表 ‘くそのー〉

一1"-学年!什 A 1 0; I ー~ ・肢"-I ... I ・宮 I ... 

五!良子同可 5

1 x 4.0 1 13.4 1 x 7.4 5.0. 2.0 2.0 

2 10.0 2 10.3 2 20.0 8d7.0 2.8 

3 12.0 @ 42.3 3 x 8.4 10.0 2.0 4.1 

4 19.0 4 13.4 4 23.2 20.0 30.0 
6301 .. 06 3 1 @ 48.0 5 12.4! ⑤・35156.001155.0 

無 7.0 無 8.2 無 .5.31 1.01 4.0 

一・次年1，51毛|中 1 ー ¥紋学¥年j1品T 川ム 1。“ 131' ~ 
① 38.01 36.01 50.4‘ 

2 ¥ 19.0 19.0 8.1 2 17.2 19.6 17.1 

3 1; 立5.028.3 3φ 22.2 20.6 18.1' 

4 x 6:0 6.1 ①× 

5 x 10.0 13.0 7.1 5 x 27.3133.713 

無 7.0 1¥0 。 無 01 C 

函ド主|い 1-3

flt:;12:; 
3 x 

4 x 

• 4.7111.4: 
51.4141.9 
I 
19.6118.1 

1.91 0 

5

無

_，_ ，、

J 

ぷ年I5"1 6 I中 213 
1 y a11LA 2 x 15.0: 30.01 27.4! 17.1 

@ 30.0117.01 23.5' 39. 

4 23.0122.01 27.4114.3 

5 

無 11・017.01 1合。
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主ぞ年j3 
1 
4 I 5 

1 

引よ|

吋 17.]1

2 

17200419991a4 

m 

d 
1a 

E 

3 13.0: 13.0 

@ 14.0129.0 

5 16.0117.0 

無 17.01 6.0 

ぷiFj5 I 6 I中 1
1 x 3.0 3.0! 10.0 

2 17.8 21.0 10.0 

@ 24.8 18.0 37.0 

4 25.7 19.0 17.0 

5 22.8 34.0 26.0 

6 5.9 5.0 。、

七 ぷ竹中 ~I
2 1 23.0: 23.4 

3 ロ.1
① 41.1 

5
無 ‘

4.7

4 



以上の結果は大体満足すべきもので . 

第3五 表 くつづき〉
ある。 fこだ困難度が高くなると低学年

について選別カのなくなるものがある

が，このよ うな問題はその学年の検査

問題』こはいれてはならないわりであ

間額|学年協位言語位ま|平均Ip2-P2

v 

， 

2 401 ¥ 判盟 X4 72 63.01 16 
6 1∞ 80.8! 44x x 
9 100 90.31 32x x 

2 12 。。9.212 
七
4 52 8 27.0 44x x 
6 80 8 57.6 72x x 
9 92 32 67.0 60x x 

。2.0 。
41 24 8 20.0 16 
6 国 20 44.4 48x x 
9i 84 36 64.1 48x x 

2 。 4 
一 4 36 4 16.01 32 x 
一 6 56 16 31.2140 x 一 9 92 20 52.4172 x x 

2 4 。
一 4 20 8 13.01 12 
一 6 60 24 27.2! 36 x .9 84 36 55.3148 x x 

'0 。。。
一 。24 。12.0 24 x 
ムノ、 48 20 21.2 28 x 

68 12 32.0 56x x 

2 。。
一 4 16 4 13.0: 12 
七 6 36 12 19.1124 
9 76 12 35.9: 64x x 

。
一 。5.01 0 
八 12 13.1] 8 

12 30.01 52 x x 

2 J 400  4 。2.010 
6 22.01 4 
9 43.6164 x x 

る。

選択肢の反応分析.安当性や適応性

のない問題については，その問題の各

選択肢1こ何%の児童生徒が答究ている

かを分析することによって，その原因

をしることがで~る。ま?こ安当性や適

応性が相当みられるものについてはそ

れぞ更tこ高めるために，十分なものじ

ついては更にそれを臨める?こめに選択

肢の反応分析ケおこなった。

つぎの観点からしらべることにし

?こ0

・無反応ま?こは反応のきわめてすく

ない，選択肢はないか。

・ゐる限られた選択肢iこのみ答解数

が集中していることはないか。

・困難度が平均通過率30%以上の問

題で正答の選択肢よりも多くの反

応を示し7こ選択肢はないか。

・困難度が平均通過率20%以下の問

題では，当然正答の選択肢よりも

多くの答解数をもっている選択肢

がかなら令ゐることになる。この

ような問題でも平均通遍率が高くなるlこつれて，正答の選択肢に多くの人

数が入るようになるは令でゐる。

これらの結果は第3.7表のとおりである。
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九I1. 1 15.7112 
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③ 3 x 

4・ 式 4 x 

5 9.3 11. 5 xl 4.1 

然 01 1. 無

第3.7表 (2) 選 択肢 の反応 分 析表 くそのこ〉

ぷ年I2 I 3 I 
1 19.0 26.5 

②ー38.0 52.1 

3 12.0 12.2 

4 13.0 5.1 

5 12.0 3.1 

無 6.0: 1.0 

1 14.1J 1

2

3

 

2 x 1 9.1 

@ 136.4 
4 8.9113.9 30.3 4 
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無
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品
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9
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学
¥
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①
J
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i
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八一，EE
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唱
E
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ゐ

R
U

-

-
n
'
n
g
R
d

戸
口

氏
u
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-
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u

一。，MR
d
q
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O

O

R

U

A官

一年
一

x

x

一学

¥

一

@

無

一¥墜
1

七査区雪三|三
1 10.9 18.6 

2 29.6 12.7 

3 23.8 16.7 

@ 19.8 33.3 

5 14.9 16.7 

無 1.0 2.0 

ーらで年i7l中 1I 3 
1 30.3 33.1 23.1 

2 x 23.2 お.833.6 

3 14.1 11.3 7.7 

④ 26.3 20.6 30.8 

5 x 6.1 7.2 4.8 

無 。1.0 

肢で旬51中 1 I 3 I 
1 10.2 

2 14.11 14.1 21.3 

@ 22.2] 24.3 

221950...6 9 2 4 18.31 23.2 

5 13.11 15.2 

無 22.2' 9.11 2.8 無

三f13ii;J;;;
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四
ば芋|中1I 2 I 3 I 
1 x 22.9116.8' 31.4 

2 12・511154..09!110・5
@ 15:6 14.0! 12.4-

4- x 9.4 11.2 6.7 1;i: 
I 1司1 ・5

@ 1 32司36.4-143.Z 

5 x 38.64-2.1 38.0 5 1 26.α32.7120.2 

無 1.0; .0 1.0 

、

主ぞ宰i中 11 2 I 3 
1 3.0 5 .. 6¥ 10.5 
。ょで九 11 2.1 3 
① 24.0 28.3 55.1 

2 19.2 13.11 9.5 2 15.6 13.2 8:6 

、3 32.4-25.2 20.0 3 9Jt 13.2 10.5 

4 13.1 12.1 14-.3 4 13.5 15.1 2.9 

@ 31.3 43.1 45.7 5 37.5 28.3 21.9 

¥ 目無 01 01 0 無 1.0 0.9 。 無 01 1.9 1.0 

第3.7表 (3) 選択肢の反応分析表 伎の三〉

ぷ年12 1 3 1 4 京ifl4 1 6 1中 2 四 ぷ年12I 314 
1 x 14-.1 12.0 5.0 1 34.0 15.2 6.5 1 24.2128.3 21.0 

@ 39.5 38.0 41.0 2 x 16.0 5.1 5.6 ② 27.340.4 51.0 

3 27.3 24.0 39.0 

4 14.1 18.0 12.0 

5 x 3.0 7.0 3.0 

無 2.0 1.0 。

3 23.0 34.3 25.0 

@ 18.0 36.3 58.3 

5 x 7.0 9.1 4.6 

無 2.0 。。

3 

111Z537L，2M U 1リ13.1 

'8.0 

4 9.1 5.0 

5 8.1 10.0 

無 1.0 5.0 

':n. ぷ年1415161 ，渓牢14: I 5 I 6 I中 1
1 27.0 17.0~ 23.2 1 30.3 .35.0 35.0 34.0 

② 46.0 69.0 65.7 2 x 9.1 9.0 6.0 1.0 

3 13.0 7.0 8.1 3 16.2 14.0 8.0 5.0 

4 x 8.0 5.0 。 、④ 20.2 22.0 42.0 55.0 

5 x 6.0 2 . .0 3.0 20..0 9.0 5.0 

無 。。。 無 .110.1 。。。
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第3.7表のうち×印のものは修正しにものでゐる。 Eのようじ修正したかの

具体的な記述は省略する。

目 第=次予備テスト問題の構成

つぎのような観点、から 第二次予備テストの問題を構成した。

ω 問題は2年生・3・4年生共通・ 5・6年生共通・中学1・2・3年生共

~. 

。¥肢学¥年い!tf1i品 I2 
1 x 46.5 36.5. 

2 11.1 14.0 

3 x 4.0 8.4 

④ 12.1 17.7 

5 25.3 21.5 

無 1.0 1.91 

ご注予15 1 6 I中う|四
1 115.0110.1 

2 14.0 20.2 13.1 

3 37.0 31.3 31.3 

@ 

5 10.0111.11 17.2 

無 6.01 1・I 0 

‘七
武司中 1I 2 I 3 I 
1 山制吋
2 1 40.8132.8127. 

@ 1 22.4)24.3)36. 

4 x 8.21 5.61 6.9 

5 x 8.2 9.3 10.8 

‘盈圭 1.0 。。

¥ 

‘-

/ 

¥肢学¥年 中 3

① 35.0 66.7 62.7 

2 16.0 12.1 22.5 

3 31.0 9.1 6.9 

4 x 4.0 1.0 2.0 

5 11.0 9.1 4.9 

無 3.0 2.0 1.0 

ぷ竹中 1!2[ 31 
， 

2 x 2.0 0.9 2.0 

3 33.0 39.3 25.5 

4 21.0 13.1 8.8 

@ 24.0 38.3 国.8

無 。。
一

^ 
みで司中213 
1 x 6.5 8. 

2 34.3 28.4 

@ 35.6 お.4

4 x 5.6 8.8 

5 28.0 20.6 

無 。。
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①時246jiG 訓2 x 1 10.2' 10.31 6. 

4 x I 13.3111.21 6. 

5 18.6 

無 。



通の甲種類とするo 基準成績は単年別にもとめる。

(2) 問題数はテストそのー ・その二 ・その三のそれぞれlこlO題とす莞07こだし

2年生用のものだりはこのようじわりす入そのー ・その二・ その三よりそれ

ぞれ5題やつを一つにま tめ15題色する。

(3) 困難度はそのー ・その二 ・その三どtにそれぞれ平均通過率を50%前後に

し，得点の分布ができるだり正常分配曲線をえがくようにする。このように

すれば，成韻φよいものにもわるいのlこも ，同じ程度の弁別性を保持すると t

・とができる。しかし こないしヨ学年で同一問題を答解する場合には，上位、

学年を正答率50%にすれば当然下位学年はそれ以下となれ下位学年を50%

にすれば上位学年は50%以上主:'tる。その際的%よりはなれる度合をできる

.だけすくなくするTこめ， 1こ左えば3・4年共通問題は3・4年の合計が50%

であるようにしに。

ω 問題別の困難度は， きわめてやさしいものから， きわめてむつかしいも
のまでのすべてを段階的にふくむようにしに。 この?こめ第3，9表のように，

それぞれ困難度のことなる問題伝えらんで，やさしいものから )1固に配列し

?こ。

:5) ，l!安当性・適応性 ・選択肢の適否について，できるだげこれらの条件を満足

している問題をえらんだ。こうするこtによってテスト全体の妥当性 ・適応

性・信頼性ぞ高めようとし7このでゐる。

~6) 全掌年の女主主読解力を比較し得るよう iこ，四~五佃の共通問題をふ 4 ませ

Tこd

以上のようにしてえらんだ佃kの問題について，更に困難度を調裂しにわ

適応性をTこかめる?こめに，選択肢の修正 ・問題交の修正をおこなつに。

第一次予備テストの問題よし第子次予備テス 1・の問題をしてJえちんだ色の

は ~~3.8表のとおりである。それらそえらんt:基準のーっとしての困難度の予

患は第3.9:去のとおりでゐる。

実際の問題は紙数の都合上省略する。本テストの問題左大休おなじも のであ

る。
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.第3.8表 第二次予備テスト比採択した問題

そのー ¥ 

1';円雪11 '213.141516 J 71819 110 I~判 13114 1 15 1 16 1 17118 J 19 i 20 
772年fOTOlololol1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 I 1 1 1 
3.4吐o1()lo!ololll1011011111，1! 1I 
〔A1Flololololo11 1101 1010101 1 1 101rl 
1.2.3年-110101 101 I 1 101 '101 101 1 10101阿古
その二

￥清里空111 21.3 1 4 1 51 617 1 8 I 9lmii1112113l14115 J 16lη118119120 
年1010110] 1 10101 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 I 

三4年 I101 10101.1010101 101 I 1 1 11 1 1 1 
5.6年110¥' 10101 1010101 10101 I 1 I 1 I L 1 
中1.2.3年11 1 10[01 1010101 I ，1 10|1 101010101【

与言型空11121314f516 17 1 81 9 i州1ド21吋叫おい61叫mド9120
小 2年1101 101 1 i 1 I ~I '-11・1I 1 1 11 1 
34年1010110101 101 !ol_E_I_11 1 I I I 1 1 
56年101011010[ 101 101_101010f 1 J 1 1.1 1 
山年IJol__E凶」ム且μ年己1101 ，01 10 
第3.9表 第二次予備テスト問題の困難度の予想

アミまうi∞301…トヤベ吋叫泊-30129-2011吋トO
. 

、、

2 ~ 1 1 1 1"
412
1 ~I'吋::Lア

ス

新|新|新|γB12rj lndト
(弘5)1 14 (33.5)19(20.5→ | 

竺日4
新
!γ34}1団T471ザ11i:;d|、 側 10.1~ 
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3.3.3 第二次予満テスト

第二次予備テストの目的は ・安当性・適応性・信頼性・困難度 ・時閣をみる

ことである。

日時昭和26年9月19-21日

場所中蒲原郡丸山小学校

西蒲原郡小針小学校

ー臼ー



新潟市山字下中学校

中蒲原郡大江山中学校

被験者小学校 2・8・4・5・6年生

各学年約 100名 目

中学校 1・2・3年生

各学年約 100名

、t

第一次予備テストのtきとおなじように"所員が実施校にでむいてテストの

実施方法について打合わせをおこない，実B告は各学校tこまかせに。

実施上の也意，調査事項は第一次予備テストの際と同じである。 Tこで笑施日ー

時はそれぞれの単年とも-1:1で実施し?こ。

この結果は第3.10表のとおびである。

第3.10表 第二次予備アストの結果

ゐ司令年 13叶4年1.5年I6年I~~ I門戸
11.9 I 12.6 1 11.7 I 14.5 I 12.4 1 15.6 

分散 、 9.93] 18.34] ~2.55] 15.82] 26.35] 19.111 21.54 ， 
一 一

標準偏差 3.15 ‘4.811 4.751 3.981 5.131 4.371 4.64 

信頼度 0.731 0.631 0.731 0.571 0.741 0.641 0.80 

検査人員 100寸。-τ∞つ0o1- -991- 1081------ru 
平均の( )は100点瓶点に換算した時の得点

信頼度はリチャードソン ・キューグーの公式(RichardsonKuders' Formula) 

によって算出し?こものである。部分的には低すぎるものもゐるが，問題を修正

することによってもっと高い信頼度係数を得ることができると恩われるので，

問題構造を修正する必要は認められない。この他・1辱点の度数分布，問題iこつ
いての上位学年，下位学年の得点の比較・上位群下位群分析 ・選択肢に対オる

反応分析等をおこなっTこが結果のくわしい革路は省略する。この結果小学校・2

年に勺いては問題の難易度に難点があるので，なお第三次予備テストをおこな

Z こど iこしに。他の学年については個kの問題iこ1修正すべき点は認められる

:::-~8 .ー



が，他は大体満足すべき結果を得Tこ。 時日の関係もあって修正しに問題につい

て第三次予備テストはおこなわないこと1こしに。

3.3.4第三衣予価テズト

第二次予備テストの結果，小学校2年用の問題は困難度がきわめて高〈不十

分でゐヮ?こので，問題を修正して第三次予備テストをおこなった。

問題の困難度が高すぎることじついて，実施しfこ教師および児童の意見を総

合する主』つぎのような点があげられる。

。)liト人の集団テス トになれていない。

(2) 文章読解力のみについてテス トをうけ?ここ長がないので，文字の羅列か色

〈る圧迫感が大きい。

。)時間がかかりすぎて，10分くらいからさわがしくなり音読をするものちで

て〈る。一通りおわっても，読みかえして修正するものがほとんどない。

防総じて このテスト問題は形式内容、の両衝について2年生の読解能力より

高すぎる。

lこれらの意見をもtIこして，つぎの点、をイ修正しに。

ω給iこよる選択肢の問題をも。とふやす J
・文字の圧迫感からの開放

J 

・選択肢を読んでいるうちに問題文をわ事れてしまうような児童iことヲ33
直裁的に端的に問題を把握できるよう iこする。

(2) 問題の数をへらして10題にする。

(めむつかしい問題をすて，やさしい問題を加える。

(4)選択肢の数をへらして三つにする。

(5)練習をもっと多くし，その練脅のしかたをこまかく規定して，答解法がわ

からぬ児童がないようにする。かならや補助員をつけるようにする。

(6) テストの所要時間をもっと少なくする。これは上記(1)(吟(3)ωにのべfこよ う

iこすることによって達成される。

以上のよう1;:'方針で問題を構成しなおしTこ。できあがっ?こ問題は省略する。

本テストtこ使用し仁ものt大きなもがいがない。
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1 -テストの賓施
I ~~j _， ..;. 今里~'~ ~ 

日時 り {J'
， 

場所 中蒲原郡 大淵小学校

中蒲原郡横越小学校

被検者 小学校2年生 100名

E結果

テストの結果は第 3.11表のとおりである。

第3.11表 第三次予備テスト成績表
、l

項 自 2 年

平 均孟
5.40 

分 散 82 4.28 

標準備差 s 2.凶9

検査人員 n 100 

困難度については大体間的を達したものと思われる。

委嘗性安当性の検定の方法のうち，このテス トの得点と学校におりる教師

の国語学力の評価との相関をみること にし'l:。

‘喜皮験者は二ケ校とってあるので1敬師の評価はこれを」括することには問題}

があるのでーケ校のみ算出しに。去の結県は第 3.12表のとかりでめる。

'第3.12衰 アス ト成績と教師の評価との相関係

品とリ 0.1.2 3.4 5.6 7.8 9.10 

-2 2 2 一
- 1 4 1 2 1 8 

。 7 5 4 3 19 

+ 1 1 5 7 1 14 

+ 2 ー一 1 3 1 5 

計 50 

r=0.542 

- 印 ー



、

教師の評価はこのテストで測定しようとする能力を含めてきわめて広い範囲の

ことそ評価しているのでめる。それでたとえ教師の評価が正確でめっ仁左しで

もこのテストと どの程度の相闘をもつにらよし、かい、うことには疑問がある。

漢字の読み書き能力についtての相関は相当高くなると予想されるが，文章読解

力については相関係数はやや小さくなるのではなかろうか。数師の評価φえ言t

読解力の測定がEの程度適確になされているかに問題があるからでめる。しTこ》

がってこの相関係数の解釈には明確な結論が1:せないのであるが，当初われわ

れが期待していにものよりは低い。

J適応性上位群下位群分折の結果は第3.13:衣のとおりである。

第3.13表 第三次予備テスト上位群下位群分析

|上位群P1I中僻P21下位訴Pa 平 均 Pj一九
一 100 {% 92 48 83 8 44 xx 52 x x 

」 92 74 42 73 一 18 × 32 × 50 x x 

一 100・ 72 60 76 28 x x 12 40 x x 

四 88 '72 24 64 16 48 x x 64 x x 

五 92 64 16 59 28 x 48 xx 76 x x 

占，、、 48 38 8 53 10 30 x x 40 x x 

七 76 54 12 49 I 22 42 x x 64 x x 

八 88 58 24 57 30 × 34 X 64 x x 

九 32 12 12 17 20 。 20 × 

Cコ 64 20 12 29 44 x x 8 52 x x 

一般に上・中位群を弁別することに難点があるといえる。また困難度の高い

問題九，己は中・ 下位群閉じ弁別性がみられない。

信頼性 Richardson-Kuders' Formula 

r- n.82-npq 
一 一一n-1 8官

n:問題数

ぷ分散

p= X_ 
n 

<J=l-p 

-61一
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によって算出すると

r=0.47 

を得る

この信頼度係数は第二次予備テストと比較してきわめてひくくなっている。

乙の原因ば主として

・問題数~-;-.ちしfここと

、. 

-選択肢の数をへらしfここE

によるものと思われる。 とにかくこの結泉は満足すべきものではない。白

選択肢の遁否 問題毎iこ選択肢に対する反応分訴をおこなってみるii:弟、03.14

表のとおりである。

第3.14表 -選択 肢 反応反祈表 (0印正答選択肢)

ぷー |二 |三 |四|五|六|七 |入 l九 1 ~J 
く%)1(%)1く引く%)1ω|ω|く%)1ω!ω|く%

1 7 6 。78 11 24 37 。50 17 。18 41 

2 。85 15 7 。臼 9 0 34 22 15 22 。28

3 5 。71 8 .14 。57 22 14 。57 47 21 

無 3 8 7 11 10 7 14 11 13 10 

この結泉濯択肢を修正した問題は丘・九 ・己でめる。

以上の結果を総合する1:.この2年生用テストは信-頼性は低い。問題個々のも

‘のを検討すればそれほど不適当な問題もないようであるから，この信頼性の低

いことはテストの問題構造によるものであろう。その点からさきに二点を指摘

しにのであるが，それを修正すると再び第二次予備テストの問題に近〈なる。

そして困難度が問題tこなってくる。ここで考えられることは，小学校2年生に

対する問題としてはこのような問題構造のテストはあまり適当でないことにな

る。そしてそれはつぎiこ作成を予定している. 1年生用テストとーしょにした・

方がれ、ょうである。ここで本テストの対象から小学校2年生をのぞ〈かどう

かについて論議しに。結局つぎの問題作成の資料を得る意味から本テストは2

年生iこも実施することにした。

ヮ
ι作。



3.3.5 できあがった問題

以上のような過程をへて本テス トの7ごめの検査問題ができあがっ?こ。できゐ

b;つに問題はつぎのとおりでめる。(原文?こて書き〕

なおこの印席1)のfこめにとく tこ活字の大きさが問題でめるがこの点についτ草
く註わ

き氏の笑験結果~~考iこしfこ。それにはつぎのように述べてめる。

第一学年には，最高号の活字がもっともよく，号を下るにしたがって読字率は下る。

第二学年においては，活字は，一号，二号，主主事きがもっともよい。評定すれば，新し

く教える文言葉は，第一号をもって印刷し，その後の練習あるいは程度の低い課外読物

f工，第三号がもっとも適当と信ずる。

第三学年生においては，新しく教える読本の文は，第三号活字を用いるのがよい。そ

して， 諌習あるいは，課外読物の復活に属するものでは，第四号活字を用いるのが最適

である。

第四学年生においては，前学年と同様.新しく教授する文字，文章は，第三号がもっ

ともよ¥，練習や課外読物には，第四号が適当である。

第五学年においては，前学年同様，第三号を読本の本女に使用し， 練習用としては，

第四号を用い，またわずかに，第五号、泣加味してもよい。 しかし漢字の多い文章または

やや程度の高い文章では，もちろん第支号は不適当である。

第六学年においては， 第三号および第四号が，もっとも適当であり，すこぶる平易な

文章においては，五号を使用し得る。

この結巣を参考にして活字の大きさはつぎのように し?こ。

小学校2年用 3号

3.4作用 4号

5.6年用 問題交 4号

選択肢 5号

中学生tこφいては実験結果がなかっ7こので5号佐もちいTこ。

まに 小学校2年用， 3.4年間のものはおくれに児童lことっては字体は活字

よりも肉筆の方がしに しめると脅えて肉筆tし?こ。写真印刷じする際縮小し七

が，その時の寸法をあやまっT字体がすこし小さくなりすぎ?こさらいがある。

註3.草鳥時介外二氏「どうすれば早く上手に読めるか」
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新潟県教育研究所編‘

文章読解力検査

小皐校 2年用

2
 

番
目〈
-

名
川
一

姓
山
一

男女学校 小学校2年 くみ

出生日昭和 年 月 日検査日昭和 t牟 月 日

得 点 |パーセゾタイル |偏差値 |評定段階

れんしゅう 、
つばめが とんでいます。 すいすいと とんできて，くるりと もゅう

がえりをします。

Eのえの'ことで しょう。

〆

2 

為 i
ψi 

3 

ー す十しいかぜがふ〈と こいのぼりがけんきょ〈 おEります。

これは なにについて かL、?このでしょう。?ゴいじなことを

L、。

。
。

'
と
'
と

0

・
-v
」

J
」

k

い

の

v
」

ト

4Fι
リ

い

の

ぽ

し

さ

の

予

ん

い

す

け

こ

司
よ

0
6

向。. 、
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(十九分〉

っくえの うえに ほんが 'めbますo

Eのえのことでしょう。

録塁量

、-
2 3 

ゐおい そら ひろいのはら， みんなで なかよく なわとびしまし

ょフ。

どの えの ことでしょう。

三

之ら

一 ゅうやりで~がめかい。 からすがおうち~ とんでいく。

なにがめかい のですか。

1 からす。
之ら

2 ~o 

3‘おうち。

. 、

3 

四 こやぎがこやを? とびてしましに。 くびじ ながいつなをつけて

います。 それをみて， めんEりが-はしってきまし7こ。 めん~ 9 

は めかい Fボンをつけています0'

こ明ぎの くびl二院 なにがついて い/ますか。

1 かわいい く . ~ゎ。

， ' 2; .;. めかい . リ ~':;-O' < I 
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3 ながいつな。
....~ 

五よしちゃん， ぼくはいま 山のおじさんの ，ところへきていま

す。 とτも す十しいです。 べんきょうが ずむと ， むしをりを

します。 ばつにや こたろさがいます。 むしゐつめを して， よ

しも宇んにも ゐげましょう。 すすなより

すすなは よしちゃーんと なかよしです。 どこで わかりますか。

1 むしめつめを して よしちゃんにも めげまし主う。

2 !玄えは 111の ゐじさんの 土ころへきています0

3 むしとりを します。

六 きのう ?こt:しくんと ふねをつ〈りましfこ。 めかい ほぞはりま
し1:。 いりに うかべると， すいすい はしbましfこ。

これは なにについて かいfこので しょう。 いちばんでいじな

ことを さがしなさい。

1 めかい ほのこと。

2 きのう ふねを 。つくっfここto

3 いりのこ E。

七 「みつばちさん， こんiこもわ。」 ' 
「やめ，もょうちよさん， こんにもわ。」

「ゐな~.，こはいつ古'はねをぶんぶん ならしてぜ いそがしそうです

ね。」
世田 喝い

'i除くは， からt:の大きさに くらべて，はねが小さいので， は
やく はねを うどかさないと， とべないん1:ょ。」

「まめ， そうなの。 わ?こし7こちは いじわるな也のに みつからない .

ように大きなはねでそっと 左ぷのよ。」

もょうちよさんの はね以 Eラですかが ー

1 はねをはやく うどかして ，eぶd

2 いじわるTよものに みつからないよう iこ， そっ主主ぶ。

3 ぶんぶん ならじτ いそがしそうだ。
電b

八手うばめにちがそ/'::って， すから 主ぴTンフ日が きましTこ。 色
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ー ‘

たら

う くちばしもきいろくありません。荏のはれに七月のめさです。

ー子つばめた捗段イみんな めTこらしい 白い ちょっさに くろいが

いとうです。 おやつばめが うれ、しをうに ささに fこって とぶe，

子つばめ?こちも ぱっと とぴ忙しましに。

おやつばめは どんなきもちでしょう。

1 子つばめは かわいL、なめ。

2 みんなで なかよく めそぽうよ。

3 子つばめ色 ひとりで 止べるようになって，うれしいなあ。

-L からすがにくを くわえて木の えfごに とまっていに。 そこへ

きつねが きて， rからすさんめなにのはねは きれいにこと。 き

つと めなfこの こえ色 L、L、でし主うね。 JeいっTこ。 からすがい

lまって「かめ。 Je. ひとこえ なくと， くわえて いにじくが

したへ沿ちて， きつねに 色られて しまっTこ。

このはなしは わTこし?こち与に， どういう ことを 沿しえて レるでし

ょう。

1、にくや fこベ色のは ?ごいじt二 しなければ ならない。
2 いいきに なって いlまると， 力、らすみにいに しくじる。

3 きつねの ように ひとの ものを とってはいりない。

ーポストに いれにてがみは，ゅうびんやさんが ゐつめて ゅうぴんき

ょくに もっていきます。それから さしゃで とたくにいる 人の l

ところへはこばれます。

これは なにじ ついて かL、7こ のでしょう。 いちばん ?ごし、じなこ

とを さがしなさい。

1 てがみのこ eo

2 と沿ぐtこいる 人のこ色。 、

3 ゅうぴんやさんのこ土。
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マケ 章 三書士 k刀
日)[J . 月~

( A ) 

力 検 査

皐校 3. 4 年用

姓名
包主主i

番 男女

出生日 昭和 年 月 日 検査日

テストそのー (議手22)
れんしゅう

す十しい
ト哩

風が

1 .風が

ふくを こいのほ・ちが

ふいて いること。

2 す予レいこと。

3 

4 

5 

っくえの

どの

元気のよい こども のこ色。

こいの悟りのこと。

j;;-もしろい

j二lこ
~ん

本が

たどりのこと。

あります。

えの こ左ですか。

げん吉

元気よく

~ 68-

小学校

昭和 年

たEります。

-、. 

年

月

組

日



2 3 

々鯵 F、

5 

: d;沿い宰， ひろい のはら， みんなでなかよく なわとび しま

しょう。

どのえの 乙主ですか。

2 

正ト 5 

ゑ会11/制f
¥ 

ビな

竺 bきがおの花が 1 陪っかり、 さいて います。 あかし、花， 自い花，

こびとの ラッパの ょうです。

1 あかい '1Eのこと。

2 ラy ノとを ふい7ここと。
， 

一回 一



" . 

、
t 

四

五

3 あさが3訟の花のこと。

4 乙びkのこ t。

5 白い1Eのこと。
、、

ゆきがふりr:しましfこ。
そら

T二かい 空から.あkかも
1> 

いおりて きます。見て いるうちに， ゃねも のはちも まヲ白に

なりまし?こ。

1 さ-u'いこt。

2 のはらのこ t。

8 やねのこと。

4 盛のこ t。

5 ゆきのこと。

きのう ?こ1:しくんを， ムねをつくりましに。 めかい ほをはり
いW

まし?こ。

1 

2 

池に うかべる e. すいすい はしりまし7こ。

ふねをつく って あそんだこと。

あかい ほのこと。

3 7也のこと。

4 iこだしくんのこと。

5 tこだしくんt はしっfここと。
-しゃ

六 まきおくん'のえ本はきれいです。 え本iこは汽車のえカ4かいてあります。

ふねのえもかL、でありますム

1 きしゃのこ と0

2 まきおさんのえ本のこと。

3 かもしろいおはなしのこと 0

4 ふねのこと。

5 まきおさんのこと 0
・a:L. C"・ん

七汽車の時聞がきにので'. まちあいしつはピん?ゴんじぎやカ、iこなっτきま
ー~c. ，・んE

す。 にちつをしょ っ?二男の人， きれいなふくをきに女の人， ふくろ

をさげた:かじいさんなEちはいヲてきまし化。

1 Iこもつをしょ っf二男の人のこと。
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2 きれいなふ〈をきに:交の人のこ ど0

3 ふくろそさげ?こかじいさんのこと0

4 汽車がきTここと。

5 まもあいしつが』こぎやかになっ?ここと。
・でがみ

八 ポストtこ入れに手紙は， ゅうぴんやさんがあつめて， ゅうζfんきょ く

へち っていきます。それから， 何事でとおく lこいる人のと こーろへはこぼ

れますo

I ポストのこと。

2 とおく lこL、る人のこと。

3 手紙のこと。

生 ゅうびんやさんのこ士。

5 汽車のこと。
• 

九 一八一四年にドイツ人のケー=ヒがじょ うきめ力でうごかすいんさつ機を
首つ晶 u しんぷん

蚕日月しまし七。そのころ著者聞は手でうとかすきカ、いですっていましにが，

このケー三ヒのきカ、いそっヵ、うと一時間に千百まいもすれま し?こ。 これ

は， それまでの四ばいち多Lすれたのです。

1 新聞のできfこのほ一八一四年1":tいう こと 0
2 むかしの新聞のすりか?このこと。

3 新聞をするいんさつ機のこと。

4 ケーェヒの挺明し?こいんさつ機のこと。

5 新聞は，一時間になんまいすれるかということ。

、

十 「はえ」はうるさくて色，人をきしたりない?こりしないから，人にくるし
す(tt

みをめ?こえることは少いりれども， iか」は人をさし，まになくの・で，そ

のこと?ゴけlこついていえば. iはえJよりも7こしかにうるさくいやな虫で
電<~>

す。互のあいてiこ，人が「か」のfこめにしごkのじ宇まを?されるこ kは大

したものです。

F はえ」は うるさくても人をさし?こり しないこ とo

kは「か」の?こめtこしごとのじゃまをされること。

Fはえ」 はうる さいが「カづ よりま しなこと。
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生 「か」は「はえJ.よ与 もいやな乙まヮ1，:虫であること。

5 Iはえ」も「かJも'9、ょう，ほうらも ，人、ゃな虫であること。

テストその二(話三簿)

F、ーーー

， 

..，め
きょう は雨ふりで， あそびに lでられません。 いもう土に にんぎょ

、
うめ えを かし、て やbましに。

除くの かし、ナこ ぇ:は Eれでしょう。

1 2 3 

J主 z唆
c!. 
F E 

ζ3  
CI・

ーー・ ーーー・ー

みんなで ままどtを しまし1;0， わにしカ? おかあさんに なりまし

た。 よしこさん主 まきおさんは， おき p ぐになりまし?こ。みど りさ

ITをおとう tは， おみせやさんに なりま I/tこ。

1おかゐさfしに なったのは 1:れですか。

1 よ&こさん。

2 Tiこし。

3 まさtずさん0

4 おとう色。

5 み忘ちさtしO

'" 

1・，

1>・哩 たら

/ 三川の上主，? すすeしい ，1武力t ふいています。 ~;では， おほしさまか

-7包ー



、
" 

〆おはなしでも じているように， ぴかぴか ひかづています。

おはなしを 0;[いるようlこ みえ号のは 企んです7か。

1 JJlo 

2 かせ90

3 そら。

4 ぉほしさま。

5 Iま?こる。

T ‘r 

I 

山 「まさお。 J~， 、 よばれて おとうさんの おへや人しベきましに。ぉ

とうさん のつくえの上には しんぶんが ありました。:l;，-eうきん
8-.1> 

は朝から はがきを Jかっきづけて いらっしゃいます。

まさふーがおへやへヤっ?こ昨， おと 5さんは なにをして いらっ

J しゃいましTこか。

1 しんぷんを? よーんでいた。

2 はがきを かいていにの

3 本:をよんでいに。

4 rまさおJ~ょんすご0
5 おへやでねてい亡。
、、 ぐるま

五ぼくは木で車をつくりました。 くるくる まQる車でーす。、 f討ご
世再

しくんは， ・ ボ戸Jレ紙でー.じどうしゃの か?こちを きりぬきまーしに@

よしこ.さんは， うんでんしゅと まぎきゃくを つくーっています9.. もーう

じき できあがります。 はやく できるのが ?このしみです。

三人は なに喜一 つくって いるのでしょう。
!;l・
1 汽車。.

2 ていしゃば。
陪l.... 

3 馬車。

4 みす'ぐ、るま。
J. 

5 じどうしゃ。
'1>・~ ~Lラしつ

プミ けさから， 風がつよくふきてしにb 教室 tこiま乙りがけいってきて，、
やすみ時間ごと に， ぬれぞうきんで‘タくえをふ~.'.，こ。きょうは五人やす

J3 



‘ んピ。 かぜを?ひかないように~ ， 先生からちゅういがあっt:。 まく

.うがいをしようと"みんなではなしあっTこ。

先生のちゅういはどれですか。

1 風がつよくふいてきにこt。

2 ぬれぞうきんでつペえをふくように。

3 よくうがいをするようじ。

生 かせ'をひかないよ うに。

5 五人やすんでしまっfここと。

七1'1戸レンス先生のとなりtこすんでいられるγレンさんは，おいしやさんで
まいにち て も・

し1:が， 今はしごををこど.もさんにゆ十って， 毎日にわ、でばらの手入

れをしに~ ， しす・かなへやで本を・ょんt::りしています。

ばらの手入れをし?こり本をよん?ごりしている人はピれですか。

1 アレンさん。

2 ローレンス先生のこどもさん。

3 7'レンさんのこ Eもさん。

4 ローレンス先生。

5 アレンさんのとなりの入。

八 「みつぱちさん，今日わ。」

「ゃあ，もょうちよさん，今FIゎ。 J • ・ i 、
「めなには， いつもはねをぶんぶんならしていそがしそうですね0)

nまくはからt:の大きさじくらべて， はねt'，j、きいので， はやてはね
を動かさない主主べないんt::ょ。」

「まあそうなの。わ?こくしにちは， してじわるなものにみつからないよう

にイたきなはねでそ。っと 主ぷのよ。」

ちょうちょ.うさんのはねはどうですか。

1 からにの大きさじくらべて 'J':.~ い。

2 まっ自できれいt:。
3 いじわるなものにみつからないよJにそっととぶ。
生 ぶんぶんいそがしそうt:o.

一 刊 ー
J 



5 はねをはやく動かして tぷ。

九っきみそうに明かるい川のEて。

J~もふかないしすゆ‘なタぐれに。

っさみそうカリ11そこlこ，

あざやかな色でしすんでいるo

どんなtころにつきみそうがきいていましにか。

1 }IIのそこ。
ぐさ降ら

2 eて下の草原。

3 し令かなタぐれの小道。、

4 川のどで。

5 しすもんでいるo
ゐ皆

‘・

• 

- ，らゆ世 立 i.t!Y 

十 この閉まで菜の花と麦とで， 吉いろと育のうつくしいおり 6ののよう?ゴ
、ラみ

つにはにけから， 菜の花のきいろがきえて， いもめんにはれた海のよ
'"持 むら

うな青い色がつづいている。， この山のJ二から見かろす村のながめはほん

とうにうつく しい。

青い色がつづいている伊はなんの色ですか。 ，

1 青い海の色。

2 草の色。

3 麦の色0

4 村の背くしげつに木の色。

5 菜の色。

( B ) 

子ストその三 (話 三務)

れんしゅう

ーごはんがすんで， みんなで こ?こつに あ?こっておはなしを して

い?こ。おとヨさんは ま?ごおかえりに ならない。 d あきらちゃんは

もう ねu'フて，いる。

_J_， 75 -
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、、

仁おとうさAのおそいこと。 Ji:: ねえさんが しんばいそうに いっ

?こ。 ， . 、
主ri::うさんω おかえbを lしんばいしているこξは どれで かかり

ますか。

1 ごはんがすんに。

2 こ?こつに ゐ?こ そミて~，'1.こ。
• 
3 ゐきらちゃんは ねむっている。

4¥ ねえさんが しんばいそうにいつに0

5 おはなしを していた。

ー あすitl えんそくです。 すっかり し?こく令 すませて， まぎから

見るk ゅうやけで まっかでーす。 めすも 天気?ご。 はやく あすに

なればいいなあ主 おも、してまし?こi。

乙の人は Eんな気もちがいちばんつよいのでしょう o

l しにくが でき7このTうれしい。

2 えんそくが 、うれしく まちどおしい。

3 ~さがまっかで きれいr。
。?

4 ま1: えんそ¥くの し?こ〈ができない0

5 えんそくの ‘おやつが にのしみ1:。 -・.

ぼ〈の うちのペスは， とても 大きな犬です。 二午‘まえおじ

さんから うまれにばかりの こ犬を もらって そでて?このです。 び

、 ょうさにも ならないで， 大きく なりまし亡。 11'<が学校から

かえると， はしってきて， うれしそうに ーおを ふりながら 主びつ

きます。

この人は犬となかよしです。 ，なかよしのことが いちばんよくわカγる

のはどれですか。

1 とてち 大きな犬です。

2 かじさんから 色らし、ま Lしfこ0

.3、 ラれしそうに おをふりながら ，とびつきます0'

A ぴょうき 1にちならす大ぎくなりましに。
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f .¥ 

、

5 うまれたばかりの こ犬。
は畠 ntr. 

二春がきに。 うれしいなあ。 れん仔の花が ーさいに。' すみれの 花が

さい?こ。 ゐの上で， ままど左を しr:いなあ。 ころがって あそび /

.tごいなゐb

Eんなきもちが いちばんよ くわかhますか0

1 1E.のさくのがふしぎ1':0・
2 ままどUfおもレろいo
8 ころヵ:つで あそぶ色ゃにし¥。

ず

生 春がき?こので ラれしい。 寸

5 ゐそぶのが おもしろくて うもへかえりにくなや。
・ま

ー よしもやん， ほ・くはいま 山のおじさんの kころへ きていま

す。 すするしいです。 べんきょうが すむと， せみと 、りを します。

あぶらぜみがいちばんにくさんい考す。 ひ上うほんをつくづて

よしちゃんじも あげます。 すすなよ b

すす訟は よしちゃんと なかよしです。 ぞれがいちばんよく )わ

かるのは どれて'すか。

1 山はす十しいです。

2 ひょうほんを よしもよんlこも あげます。 -l 
3 山のかじさんのと ころへ きています。

生 せみ左りをします。

5 ゐぶらぜみがいます。
と~1rJに弓

四 こんEのおやすみlこ東京のおじさんがおいでになる。 10っ色 、
隠宜し

すばらしい かみやげt:よ。 きれいな本かなo おもしろい お話も
きき?こい。 しかし， それよりも もっ正 もっt. tこのしい こ主は

おじさんとこの まさおくんに あうことt:。
東京のおじさFしがくるので いちばん にのしみにしていることは な

んですか。

i おじさんとこの まきおとん.に あうこt。 ， ， 

z :t，.みやげ。 ， ‘' ， ，・
;_.. : I '1' 

‘'-....77ー
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3 きれいな本。

長 おもしろいお話ぞきくこと。

5 おやすみがくるこ色。

五わ7こしのおかあさんは， いつも ミシシをふんでいらっし宇いま
よ畠

す。夜も おそくまで しごとをして いらっしゃいます。わにしは，

おかあさんが ぴょうきじなるのが しんばいなので. rおかあさんが
おやすみに ならなりれば わ?こしも ねむらないよ。 Jという1:. rtこ
のまれた日までに. どうしても .作らない士 わるいのですよ。もう

じき1':から， ゐな?こは おやすみ。 J1:， おっ.しゃいます。 やくそ
くを忙し1、じにまもるr え4い おかゐさんてと おもいます。
この文をつくっ7こ人がいちばん かんしんして いるのは Eれで

すか。
4戸

1 から?ごの じようぶなおかゐさん。

、 2 ミシンの じよう'す・な おかあさん。

3 やくそくを まもる えらいおかあさん0

4 しごとの すきな .おかあさん。

5 ぴょうきのおかあさん。
とえ

式 訪やすす・めは.子すす、めを1'fゴきしめまし?こ。 声をし伝-ってよぴ七てまし

?こ。 三どち四Eもよび「ニてましに。 五ども六ども名をよびましに。

lずれども， 予すすがめはつばさをうとかしません。 回はこっともとじた

きり. 足はちち.んでかなかにぴっfこりよっていましに。

;0-やすす・めはどんなきもちでしょう。

1 :.子すすめをなんとかしてにすりてやりたい。

2 ねばうの子すす'め?ゴからはやく目をさまさせてやろう0

3 かわいL、子すやめfごからfごきしめてやりにい。

4 奇す合めはつん阪なのかみみがとおくてこまっ?こ0

5 なんでいうことをきかない子す守めピこと。

七 子つばめたちがそピヲて，すからをびにつ口がきましfこ。 もうくちばし

もさいろくありもせん。 宰のはれた五月の朝です。 子ウぱめにもは，
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1. 

1みんなゐTこらしい白いチョァキにくろいがい左うです。 おやつばめが，

うれしそうに先t二.1:。て主ぶe. 子つばめにちもぱーっと e0"1'ゴしまし

?こ。、

おやつばめはEんなきももでレ，ょう。

-，'1 子つばめはhわしい、なゐ。.

2 子つぱめもひと、りでとべるよう.になってうれじいなあ。

3 こんどは子つぼめがはたらくのでわたしもらくになっでうれしい

Tιぁ。

4 みんなでなかよくあそ怯うよ。 ー

5、子つぱめの白いチョッキがきれいt:なゐo ¥ 
にC え信

八 からすが肉をくわえ℃木の伎にをまヲていた。 そこへきつねがきて，
位.，

「からすさん， ゐな7この羽ほきれいt:こと。 さっEあな?この声もいい
でしょうβ。J

といっ?こ。 からすがいばって「かめ」と一声なくと， くわえてい?こ肉が

下におちて， きつねに左られてしまった。

このおはなしはどういうことを， わにしにちiこおしえているでしょ

う。

1 肉ゃにべも@はt:いじにしなげればいげない。
2 からすのよラにいい与えが?ごせるとよい。

3 きつねのようじひとのものをとってはいりない。

4 いいきになっていぱる左からすみTこいにしくじる0

5 からすはきのどく?ご。
いえ み句

九 なつかしい家，なつかしい村の道です。 ぁ・かゐさんに?こべさせ?こいと..， 
思ってうえにおいもは. もうみてやることもできません〆 しばらくし

て， わ7こしはなきながらやjーはするれの主うげ道ぞの陪ってゆきました。

あいに《みれにもゐいません。 村をふりかえるにぴに， 家が小さく小

さくなってゆきます。

このおはしをかい人はどんなきもちでしょう。

1 'ようやくなっかしい村にかえってきに。
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ぁLかめさんを?きがしlニ主Hた¥'1hf"色みつがち十かなしい。

どうlずめ宅から村を見かろむ'たら家が小さ・〈ならんでき処い1:0

おいもが大きくなっfこからおかあさんに?こべさせτやり?こい。

おrかあさんやすみなれに*i;.J:わかれるのがかなしい0 ・
e甘い か担

ヘンリー怯?ごれの時計をなおしてやっても， お金主?とらなかっ?こ。

「へりンーの E ころへ行くと~ 1，こてで時計がな必ーしてもらえる。」
Eヒ加

. しま~'"には遠くの村か.G i) 1このみに{るようlこなっ?こ。

「八ンリー，. 少しでもお金を:"t ヲてもらわないとこま~よ。」

という人があると， ¥ここlここしてこ?こえるの忙っ?こ。

おもしろくあそばせてもらったの1:「かじきん1

1孟〈のほうからおれをあげたいくらいですよ。 」

入ジリーはEんなきちちなのでしょう。
~ 

世の中のにあにつくそう。

七七時計をなおすのがおもしろくでほかのものはいらない。 、

臨くは時計やではないからか金はいちない。

時計をなお・してお金をもうげよう。

，. 

はやくよい時計ゃにな
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テストそのー (一七分〉

〔統脅〕

す今しい瓜がふくと， こいの』きりが元気よ く おどります。

これは何についてかい?この七すか。 いちばん大じなことを さがしなさい。

1 風がふいているこ t。

2 すすエしいこと。

8 元気のよい こどものこと 0

4 こいの借り のこと。

5 ;t，'e!>のこ k。

きのう に忙し君と 舟をつくりまし7こ。 赤いほをはりましに。 他に

うかべると， すいすい はしりましに。

1 fftをつくって あそんt?こ色。

2 赤いほのこと。

3 池のこと。
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ゐとからあとからと， まいおり

。肱ら

見ているうちに， やね色野原もまづ自になりましに。

1 さむいこと 0

9 野原のこを。

3 やねの》こと 0

4 空のこ色。

、、

J 

与 零のこと。

三 除くは冬になると， よく かぜをひきます。 それ?で， 今年はちゅヨ

ん、しています。 朝目を5ますと， ーすぐに主びかさて， ふくを着かえ

ますU 学校からかえっTこ時や， 運動ゃそうじのあとには， うがいをナ

します。 あつぎをしないで運動します。 その?こめ， 今年は一度も

、‘
lのなかには，.eれをいれ仁ら よいで しょ う。

1 かなかをこわしません。

2 かぜをひきません。

3 はをいTこめません。

4.挙校におくれません。

5 りがをしません。
Lつ

四 汽車の時聞がきにので， まちあい室は， ffん?ごんにぎやかlこなってき

， 1 ます。 にもつをしょっ?こ男の入れ きれいな ぷくをき仁支の人しふ

くろを告 げたおじいさ んなEもはいってきま しt=。

1 Iこもつをしょっ?二 男の・人のこと。

2 されし、Tよふくをき?ご 女の人のこ左与

3 ふくみをさげに おじいさんのこ色。
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長汽車がきにこと 0， F 、

5 まも拶か室が にぎやかになっ亡こと。

ー蕊 --'}1一四年t二t.. ，¥ドイツ人のゲ{エヒが， じようきのカが動かすいんさ

つ機を?嘉明しまし?こ。 そのころ..新聞は.. 乎で一動かす機峨です4って

いまし?こが， このケー=ヒの機械をつかうと， 一時間lこ千百まいざす

れましTこ。 こねは， それまでの四倍色多くすれ?このです。

1 新聞のできにのは一八一四年Tごということ。

2 むかしの新聞のすり方のこ b。

3 新聞をするいんきつ機のこと。

4 ケーュヒの発明しfこ ，いんきつ機のこと。

5 新聞は一時間に， 何まいすれるかということ。

六 ポストにいれ?こ手紙は， 郵便やさんが集めてこ， 郵便局へもっていきま f 

す。 それからF詳存で. J主~ Iこいる人のところへはこばれます。

ユ ポストのこと。
2 遠いこいる人のこと。

3 手紙のこeo

4 郵便やさんのこ土。

5 汽車のこと。

. .、.

〆七犠械の発達は. 1こちまち， 鉄色石炭の必要をよびおこしに。石茨をほ

りfごすためには， 機株ーがなげればならない。 そし-c.... 機肢を作るに

めには， 鉄がなければならない。 ま7こ， 鉄鎖をはりだし， そfLを?
欽にするには， 石茨がなげればならない。 さいこi その機棋を動か

すには， 石茨が必要にな。つに。

1 ・機械の発達は鉄と石炭~必婆とするこ主。

2 機械がない土石炭がほれない こt。

・，3 機紬~動かすlこは石茨が必要であること 0

・4 鉄鎖ぜ鉄じするiこは石茨がいる乙 t。

5 機械を作るlこは鉄がいると t。

‘1 

八ボウボウ乞駅のを， よく古れでも， フク白ウfごと思っているら与ぷ
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¥ 

が， ゐれはvγオパズlC7e ~t って， フグロウ:0).阻伎の.，-'く"らいの大きさ

しかない。 背葉のころ3 日本r，__わたって<~ミミヌクゼカ〉ら， アオ

モ バ'ズ九 メクとはミミズグ< è いうこ ~'tご。 めiが国で，すを作つFてf 予

:' ， ~.与を生む。 そうして秘こなると ，SZ品会話も，爾へ長ゥてーしまラb
£、ー ニ1 フクロウのこ左。

2 アオパズ、グのこと。

3・烏ゐ名はまちがじ、やすいこ!E0

4 アオパズクの子供のこイ。

5 わにみ烏のこ左。

t 

ブL 電話を?と hつけfごいEいう皆きま.の巾3きみは，もう五O万もにまっていま

すが，今年の資金ではj長の五分のーでさえもと bつけられません。そ・こ

で，わたしにちは，一本でも電話をふやす方法Eして，一八00同でe'1) . 

つけられ?こ竜話を，四月から四三00円にしにのですが，これでも，皆さ

まの申込みにはまにあいません。そこで，こんど吟別lこ，電話を?とりつけ

るお金d一部を出してい7こi:くことtこなりまし1:。この二色法によりましで

も，いつでも電話がひけるのでなく ，工事，上さわりのないこ主，申込み願

によるこtなEは，いま までE同じですが，わにし?こちは!・「すぐel)つ

けられる電話」そめ5して努力しますから，お力ぞえねがいますの

資金=ここでは電話をkりつけるにめにいるか金のこE。

与の広告は，どんなことを知らせようとし7こものですか。

‘1 電話を~eりつけるには，;t，，-金が?こ〈さんかかるこ t。
2 電話を?とザつりるお金を上げ?ごが，申込みの全部をうげつけるわ

けにはいかない ζと。

3 新しく電話を?とりつげる人には，そのお金の一部をだしてもらう

こをにし?三こe0 ¥ • 

4 電話をすく'とりつけられるようにするから"しばらくまってほし

L、こ E。 、
'JJM・;5.，-"電話をとりづけたいという申込みが多す;ぎるiことd

- 8.!J'ー



4 十 「はえ」は，うるさくても，人をさし1こりない「こhしなι、から，人に苦し
'"花
みを与えることほ少ないりれども， rかJ.は・人をさじi 土手こな?ので，そ

泊言い切ら申ラ

の己主予三lヴについてーヤえぽ， rはえJ み ~ .t r ゴこしかにらるさくい?な主主主

です。夏の~い?ごlこ， .入がかのにめ仁仕事JのじゃゑをさTれる乙主は，大し

Tこもφです。 「

1 rはえ」は うるさくても，人をさし7こりしないこと。，， 
2 人は 「か」‘の?こめに仕事のじ昨去をされるこ士ふ ー

3 rはえ」は うるさいが， rrか」よりまし?ご H~ 玉こ ~q

4 rか」は「はえ」よりもうるさい寄与虫であるこ主。
5 rはえ」 も「か」も両方tも，いやな害虫であること。

r 

テストそのこ く一七分〉

川の上を，すすしい風がふいています。塞ではお昼さまが，.お話す角して

いる主5に，ぴかぴか光っています。、 e

:t，，-話をしているように見えるのは，何ですか。

1 }fl 

2 風

3 室

4 主f星通ま

5 IまTこる

一 「まきお。」とよばれて，おとう芯んのおへやへ行きま Iし?こ。おとうさん
ワ〈 え 駄

の机の上には，薪聞がありましゴこ。ぉ，~うさんは，拶jからはがきを書きつ-

'-Oりていらっしゃいます。

まきおがおへやへ行っ7こ時，お主うさんは，何ぞいてレらっし?いまし

〆
、・'

0
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4 iまきお。 Jeょん行。

5 おへやでねていた9

ー ，1ぎくは木で車をつくりま しに。くるくるまわる車です。?こ?さじ君iはボール
ラんてんL申

紙で，自動車の，か?こちをきりぬきましに。よし子さんは，運転手とお客?

つくっています。もうじきできあがります。はやくできるdが， Jこのしみ
です。 、
三人は，何をつくっているのでし主う。

1 汽車 1・

2 ていしゃ1.1

3 自動車

4 馬車

5 7J<.車

四i りさから .風が強くふきTごした。教室にほこりがはいって， 休み時間ごと

iこ， ・ぬれぞうきんで机をふい?こ。

きょうは五人休ん?ご。かせ'をひかないよう仁左，先生:からご按意があっ

た。よくうがいをしよう と，皆で話しゐっ7こ。

先生の注意はEれでしにか。

1 風が強くふいてきにこと。

2 ぬれぞうきんで机をふくように0

3 よくうがいを丈るように。

益 五人休んで‘しまっ?こ。

5 かぜをひカLないように。
す dいL・

4五 ローレンス先生のあ，-eなりに住んでいられるアνンきんは，サグ医者きんで

し?こが，今は仕事をむすこさんにゆす・って，首:日庭でばらの手入れをしfこ

り，静かなへやで木を読んてりしています。

ぱらの手入れをし7こり ，本を読ん?三りしている人はt:れですか。
1 アレンさん0

2 ローレジス先生のなすこ。

3 アレンさんのむすこ。
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4 -ローレンス先生。
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六 「みつぱもさん，今日わoJ 
¥ 

「ゃあ，もょうち'よさん，今日わ。 J

rあな?こは，いつもはねをぶんぶんならして，いそがしそうですね。」
「ぼくは，からt:の大きさにくらべて， Iはねが小さいので，はやくはねを

¥ 

動かさない '~ ，とべないんt:ょ。 J .，' ~ ， 
「まゐ，そうなの。わたしにちは，いじわるなものに見つからなγょう
tこ，大きなはねで，そっととぷのよ。」

ちょうちょのはねは，どうですか。

1 からだの大きさにくらべて小さい。

2 まっ白♂ きれいピ。

3 ぶんぶんいそがlシそうt:。

長 いじわるなものに見つからないように，そっと tぷo ‘

5 は幻をはやく動かして左ぷ。

七っきみ掌に 明かるい 川のどて，

風もふかない しす・かな 5' ~..れffo

っきみ草が 川のそ こに，

めざやかな色で し十んでいるo

Eんなと ころに， っきみ草がさいでいますか。

1 )11のそ ζ。
2 Cての下の草原0

8 川のどで。

生 しすかなタぐれの小道。，

5 "しす'んでいる。

八 この間まで，菜の花t麦主で，黄色と背の美しいおりもののよう?ごった畑

から，菜の花の資色がきえて，いもめんに，、晴れた海のような青い色がつ

?、

づいている。この山の上から見おろす村のながめは，ほん主うに美しい。

青い色がつづいているのは，何の色で寸か。
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1 
R .ー• i 青い海の色

草の色

「

1 

2 

村の背くしげつに木の色 ，

5 -麦の色 ‘ 

民的行天気的ると'f'-}J;舌きるJむ-}J>しほ露口で;風向きを知った
<1'>&ま.量

トが，げむりもよい目やすにiなる。浅間山ふきんでも，けむりが東になかく

と晴，西になびくと雨とし、っている。しかし，東風のとぎでも，天気がわ

るくならないこ(_t;ある。っ包りこの方法は，高い雲のようすをみるこk

「 一 、 ~ 、 |のときでも ，都雲などが西
tこ流れているとき，天気はつづくものであるム

仁ゴ ω 吋怖
いでし主主主。

1 北風

J 

茶の色3 

4 

ラデオは耳r~げにによる点ではh 賞話に 1;て、いるが，相手が大勢とい・う点.
ラヮ

では，U'しろ，目tこ評?こえる新聞ににている。しかし，ち，がったところも

少くない。これをよくしらべてみるこ tによaってJラジ才のもつ特質色明

tKのうものどれをいれにちょ

~. ， 

， 
‘ 

らカサこなってく るk思うから，次に書:いてみる。 .

，、
、..‘ 

「次に書いてみる。 J(_ありますが，何営ぬモくのでし主 50

ラジオの特質。

ラジオが電話や新聞.!.Iこでいる点。

.ラジ‘オが新聞と 1;:τいsるおJo，

1 

、二，2
:. 

ー・‘ I 

¥ 

ラタオが新聞 tもがゥヰている点。 ...~ '~手

ラジオが電話や新聞 Eもが{~τいる点。
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， 

1 ::{Eのさくのがふしぎ花。

'ぎ ままごとはかもしろい。

・3 、ころがりでめそぶといTこい0
4 春がきfこのでョ うれt_;ぃ。

5 あそぶのがかもしろくで， うちへか・えり1こくない。

事晶

テストその豆 くその三〉

Efくのラちのペスは. 1:ても大きな犬です。二年前，ぉbさんから生まれ

にばかりのこ犬をもらって，そ?ごてにのです。病気にもなちないで，大主

くなりましTこ。ぼくが学校からかえると，走ってきて，うれしそうにおを

ふりながら，左びつきます。

この人k犬はなかよしです。それがいちばんよくわかるめはどれです. ， 
か。 ー

。
七し
，

。
す

ま

で

い
犬

ち

な

も

さ

・p
り

大
-
かん

4
b
'
当」

て

・
じ

と

お
ーム

qhu

3 うれしそうじおをふりながちとびつきます。
'ー ，

壬 病気にもならす・大き〈なりましにot
¥ 

.5 生まれにばかりのこ犬。

一春がきr:。うれしいなめ。れんげの花がさい?ごJすみ〆の花がさい?こ。ゐ
の上でL ままご1:¥をしfこし、なあ。ころがって，ゐそび?こいなめ。

どんな気持がいちばんよくわかりますか。

→ わにしのおかあさんは，いつもミシンをふんでいらっしゃいます。夜もお

そくまでしご主をしていらっしゃいます。

わr;:しは.，おかゐさんが病気になると心配なので， rおかめさんがお休み
，になら芯げればυわたい眠らないよ。」という Li1このまれ?二日まで
に，どうしても作らないと悪いのですよ。もうじき?ごから，めな?こはお休

...(たf

み。」とおっしゃいます。約束をfごいじlこまもる，えらいおrかみさん?ごと

思います。 ー

この文をつくっ?こ人が，いちばz，.，感心してしま、るのは.どれでしょ:5Q. 
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t から?ごのじょうぶな おかあさん。

2 ミ・シシのじようす・な おかゐさん。

3 やくそくをまもる えらい殺かあさん。

4 しとkのすきな おかあさん。

5 病気のおかあさん。

四 まさかゆ先生から本をかりて，大よろこびでしに。ところが，夜中に雨

が降って，本はびしょびしょにぬれまし?こo ~さまずは，こまってしまいま

したが，新しいのを買ってかえすお金がゐりません。まきお，tt:先生にあや

' 
まりました。 そして， 三日の間，庭の1;;.をかっ?こわ まきをわっTこりし

lて，は七らだせてもらいましに。 三甲自の夕方，先生は，まさかにその本

をく?ゴさいまし?こ。

‘' 先生はまきおのことを，乞う忠弘?このでしょう。
LJ."It:S 

1 正直でかんしんな子t:。 ノ

2 ぴんぼうで，きのどくな子t:o

3 よくは?こらく子化。

4 本のすきな子t:。
5 主主主'りやまきわりの じようやな子t:。

五千づばめにちが，そ?ごってすからとび立つ日がきましfニ。もう，くちばし

も黄色くありません。径の晴れfこ七月の朝です。子つ1;1めにちは，みんな

新しい白いチ..~キ tこ ， !21いがいとうです。親づばめが1うれしそうに先

に Tこって~~ ~，子つばめ7こちも，ばっ ~ ~ぴてしましに。

• 

おやつばめは，e'んな気持でしょう。
F 

1 了ーつばめはかわいいなあ。

2 子つぱめもようやくひとりでkべるようになってうれしいなあ。

、 3 こんEは子つばめがはTこちくので， わにしもらくになってうれ
しいなあ占

4 みんなで .rよかよくあそぼうよ。

6 予ゴ2ぱめの新しいチ 9:，}'キがきれい?ごなあ。

六 からすが肉をくわえτ，木の枝にとま っていた。そこへ， 、きつねが来て，
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「からすさん，あなにの羽はきれいてこを。きっ!iあなわの声ちいいで

しょうね。 Jeいつに。からすはいばって. fかめ。 Jt→声芯く t.( 
わえてい?こ肉が下ヘ落ちて，きヲねlこを らねて.しまっTこ。

このおはなしは.eういうこkを島 ;f:.L.1.こもにおしえているのでし土うd

1 肉ゃにぺ色lのは，大じにしなければならないo '白

，.2・、 ./J>らすのように，いい声がだせるといい。

3 きつねのように，・人のものをEっtはいりなや。

4 いいきになっtいばるを，からすみ?こし、にし4じる。

5 からすはきのどくだ。

七 なつかしい家，なつかしい村の道です。おかあさんに食べさせTこいと思っ

てうえにおいもは，もうみ-;:やることもできません。しばらく Lして，私は

泣きながら，村はすれのとうげ道を'のぼって行きましTこ。あいj二十く， rれ
lこもあいません。村をふりかえるにぴに"家が，ノJ~さくノj、さくなっていき

‘ ます。

この交を作っ七人は.eんな気持なのでしょう。

1 ようやくなっかしい村にかえってきに。

/ 

2 おかあさんをさがしに出fこげれFち，見つからす'きびしい。
3 とうげの止からギf~見:to'ろしにら，、 家が小さくならんできれいr::

っTこ。

4 おいもが大きくなヮ?こら，おかめさんlこ食べさせてやり?こい0

5 おかめさんや，すみなれに村と ，別れるのがかなしい。

八 へン宮戸は，1:れの時計をなかしてやQLも， :t，.金をえーとらなかっTこ。 fへ

ンヲ 戸の左 ころへ行く t.1こだで時計がなかしてもらえる。」というので，

しまいにはf 遠くの村からもにのβにくるようになっfこ。 fへンリ ~，少

しでもお金を左つでも広わないとこまるよ。」という人があると.Iここに

こLて答えるの1::っ?こ。 f:tiJ・じさん，ぽ〈はこの時計で'.おもしろく遊-ば

せてもらっ?この?ごから.Iまくの方か lら，おネしをめげたヤくJらいですよ。 J

ヘンリーは，どんな気持なのでしょう。 〆

l.世め中のfこめにつくそう。
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2 .，こ?三時計をなおすのがおもしろく・て，ほかのものはい.らない。

，3 fまくは時計屋ではないから，あ・金はいらない。

生 時計をなお・して'.:t，，-金をもうりょう。

6 時言|ーをなかすこ色が上手になって，早‘くよい時III・屋になり7こいb

九おながぎるは，年をEちて目が弱くなってきましたが，人間fこちの話によ

るL その不幸さは・さほど大しにことではなく，めがねさえかげればいい

主いうこ とでしに。そこで， きるは，半ダマスほどのめがねを手に入れま

しに。そして，それをいろいろとしfじカまわしトあTこまのてっぺんへおし

つけ7こり，かい_"ftみたり ，なめてみfこりしました。が， e'うしてみても ，
命ぐ ちぐし孟ラ

めがねばなんの45tもしませんでした。 Iもえっ，蒼生め1J eきるは申

1，.，.まし7こ。 r人間の，いいかげんなでにらめなEきいでいるやつは，ばが
なんt:。めがねがEうのこ・うぬって， うそばかりつきやがって。そんなも
か再

の，髪の毛7本の位色するもんか。」おながぎるは，そこで，いまいまし

さと口おしさから，カまかせにめがねを石に投げつけましに。めがねは，

こなみじんになって，ちかも‘かと光っfこfゴりでしfこ。

この含Eは，どんなことをいお古としているのですか。

1 自のガヵ:弱っても，めがねをかりれば心ぃ。

リ j 2 人聞はいいかげんのこ 'どばかりいうもの行。

3 人聞とさるとはやはりちがう。

4 ばかものは，自分のまちがいがわか，らな，くて・，ひとのこ主 を悪〈

し、う o
IlG 

5 さるでも?ゴまされれば腹を?こてる。
品わ

十 ある王さまの ところtこ，莱つl{~~さになげでは ， それを針のめ Eにくぐら
品いじλ， えん・r

1 せる tいう名人があちわ.れた。いよいよ，演技がむわると， どうか， .，こ〈

さんのど・ほうJびをいfこr:きfこいと、おねfゴりしにことは， もちろんでめ
16，.，じ.t.ラ

る。ずるとダ王さまは?こt:，r架二三升のげよう。こういうUす・かしい技
.依" .，こえする練習、しないとわす仇てしまうからな。Je ffわれ?こきり?ごった。

演技=ここでは，栗つぷをはおのめeiこくぐらせることを大ぜいの入

の前でやってみせること。
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めやらしい演をえを?を?こ王P正は"どんなこ主を感仏TこのTしょう。
/ 

1 め十らしいことt:からfιっ主練習さ押せてや'ろう。
t:.lラデ

2 ζんなこ， Hか寸上手で1> .，大 ~-C. じまん干はならない0

3 話λに?二3くさんのほうびをやろtう。 、.

4 さすが名人t:りゐって大27んうまし、。
5 このめ今らしい技の持主をけらいにし?こい。

¥ :.1 

‘ー
2 

E ..1 '、 J
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